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14 特別の教科 道徳 

（同主題同内容同程度） 

１ 複式学級を有する学校における全体計画作成の際の留意点 

  道徳教育は、「特別の教科 道徳」（以下 道徳科）を要として学校の教育活動全体を通じて行いま

す。児童の道徳性に関わる実態、学校の道徳教育推進上の課題、社会的な要請、家庭や地域の期待な

どを踏まえ、学校の教育目標との関わりにおいて道徳教育を充実させることが求められます。そのた

めの指針となるものが道徳教育の全体計画です。複式学級を有する学校という特性を生かし、以下の

点に配慮した全体計画を作成します。 

（１）小規模である特性を十分考慮して、目指す児童像を明らかにすること 

  学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育は、総則に示されている目標を目指して行います。その

ためには各学校の具体的な道徳教育の重点を設定することが必要です。複式学級を有する小学校では、

へき地に位置することが多く、小規模であるという特性をもつことから、特に学校や地域、児童の実

態と課題、教職員や保護者の願いを把握しやすいと考えられます。それらを十分考慮して、目指す児

童像を明確にし、重点目標を設定することが大切です。 

（２）小規模であることから、連携を図りやすいというよさを生かすこと 

  校長の方針の下に、道徳教育推進教師を中心として全教師で全体計画を作成します。学校の道徳教

育の全体計画や道徳教育に関する諸活動等の情報を公表し、家庭や地域と連携を図ります。家庭や地

域の人々の積極的な参加や協力を得るなど、家庭や地域社会との共通理解を深め、相互の連携を図り

ます。 

道徳教育の全体計画（例） 法的根拠 学校の教育目標

全校児童の実態を十分

に共有し、系統性に配

慮した各学年の重点目

標の設定

道徳科の指導の

方針

生徒指導、特色ある

教育活動、豊かな体

験活動、環境整備、家

庭・地域との連携に

おける指導の方針

へき地、小規模、複式

学級を有するという特

性に留意した地域・保

護者、児童、教師の願

いの把握

児童の実態と課題

を十分に考慮した

道徳教育の重点目

標の設定

各教科等の指導の方針

＊指導の内容・時期に

ついては別葉を作成

する。
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２ 同主題同内容同程度（Ａ・Ｂ年度方式）による年間指導計画作成の際の留意点 

  道徳科の内容は、道徳教育の目標を達成するために、内容項目を４つの視点からとらえ、低・中・

高学年に分けて示されています。このことから第１・２学年、第３・４学年、第５・６学年と２つの

学年が同時に学習する複式学級にあっては、同主題同内容同程度（Ａ・Ｂ年度方式）で年間指導計画

を作成することができます。そして、実際の授業では、学年差による個人差の大きな異年齢集団であ

ることに留意しながら、１つの学年より人数の多い２つの学年からなる集団で、多くの意見を聞きな

がら学習を進めることができます。これにより、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ

たり、物事を多面的・多角的に考えたりできるというよさがあります。 

(1)６年間を見通し、学年差に配慮しながら内容項目や主題（ねらいと教材）を配列する 

   道徳科の学習では、学校の教育活動全体で行う道徳教育との関連を明確にし、児童の発達段階に即

しながら、道徳性を養うことが大切です。そのためには、道徳の内容項目のすべてについて、確実に

指導することができる見通しのある計画を作成し、年間指導計画に基づく指導をします。 

道徳の内容については、下の表のように４つの視点から分類構成されています。 

道徳の内容項目の数 

 １・２年 ３・４年 ５・６年 

Ａ主として自分自身に関すること ５ ５ ６ 

Ｂ主として人との関わりに関すること ４ ５ ５ 

Ｃ主として集団や社会との関わりに関すること ７ ７ ７ 

Ｄ主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること ３ ３ ４ 

計 １９ ２０ ２２ 

  １年間で標準時数 35 時間（第１学年は 34 時間）の道徳科においては、学校の重点目標に沿って、

低・中・高学年、それぞれ２つの学年を見通した指導を工夫することが必要です。 

   教科書については、上学年の教材は文章量が多いなど、下学年の児童にとって理解の難しい場合が

あるので、２つの学年分の資料をＡ年度とＢ年度の２年間に配列する際には以下の点に留意します。 

  ・１年間ですべての内容項目を取り上げ、残りの時間を自校の道徳教育の重点項目にあてること。 

  ・２つの学年で計画的に学習ができるよう同じ時期に同じ内容項目を設定すること。 

  ・４月は特に下学年に配慮し、理解しやすい教材を取り扱うこと。 

  ・児童の発達段階や特性等を考慮し、情報モラルに関する指導を充実すること。 

・社会の持続可能な発展などの現代的な課題も取り扱うこと。 

(2)各教科等、体験活動等（地域の伝統行事や集団宿泊活動、自然体験活動）との関連を図る 

複式学級を有する小学校では、各教科等において学年の目標、内容、順序によらない年間指導計画

が立てられていることが多くあります。そこで、各教科等において道徳教育に関わる指導が適切に行

われるよう、全体計画別葉が重要です。別葉を活用することで、道徳科の指導と各教科等における指

導の時期を重ねるなどの工夫ができ、より効果的な指導が可能になります。また、豊かな自然環境や

古くから伝わる伝統行事等を生かし、体験活動で学んだことを道徳科で補充・深化・統合することで、

道徳教育の充実を図ることができます。 
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（3）教科書や「道徳読み物資料集」「私たちの道徳」「しまねの道徳」を効果的に使用する 

道徳科の授業を行う際の主たる教材として、検定教科書を使用することになりました。また、学

習指導要領解説において、道徳教育の特性に鑑みれば、各地域に根ざした地域教材など、多様な教

材を併せて活用することが重要となると示されています。これを踏まえ、教科書や「道徳読み物資

料集」「私たちの道徳」「しまねの道徳」等を２つの学年にわたって計画的に活用します。教科書の

無償給与に伴い「私たちの道徳」の配布はなくなりますが、文部科学省のホームページからダウン

ロードして、引き続き使用できます。文部科学省の「道徳読み物資料集」は、平成 23 年３月に作成

された教材で、第１・２学年（８話）、第３・４学年（９話）、第５･６学年（12話）が掲載されてお

り、学習指導要領の趣旨を生かした教材とその活用例が示されています。 

また、島根県教育委員会から平成 26年度には「しまねの道徳（小学校高学年）」、平成 27 年度に

は「しまねの道徳（小学校中学年）」が配布されました。児童が郷土を愛する心を育みながら道徳の

学習ができる特色ある教材です。児童、学校、地域の実態に応じて計画的に活用します。 

いずれにしても、教師が特定の価値観を児童に押し付けたり、児童が主体性をもたず言われるま

まに行動するよう指導したりするので

はなく、児童が道徳的価値について主

体的に考えることができるよう問題解

決的な学習や体験的な学習を取り入れ

るなど、教材に応じて効果的な学習を

設定することが必要です。 

（4）小規模校のよさを生かした家庭や地域 

社会との連携 

   小規模校では、授業の実施や地域教

材の開発や活用などに、家庭や地域の

人々の積極的な参加や協力を得やすい

ことが強みです。例えば、地域の専門家に授業に参加してもらったり、授業公開日には家庭や地域

の人々に道徳科の授業に参加してもらったりすることも考えられます。 

（5）隣接校との集合学習の検討 

   極小規模の学校の場合、２つの学年合わせて２、３名の複式学級があります。また、欠学年が生

じ、１学級１名の単式学級となる学級もあります。 

そこで、極小規模の学級において隣接校との集合学習が考えられます。ただし、道徳科の指導は

温かい人間関係があってこそ効果を発揮しますから、安心して発言できる人間関係づくりをした上

で授業をする必要があり、ティーム・ティーチングにより協力的な指導を行うことが求められます。 

    集合学習は思いつきではなく、年間指導計画に位置付け、計画的に取り組む必要があります。各

校の道徳教育全体計画を踏まえ、事前に十分に協議した上で授業に臨むことが大切です。 

（6）校内の協力的な指導などについて 

   学級担任だけでなく校長や教頭などの参加による指導や、他教師とのティーム・ティーチングな

どの協力的な指導や、教員が得意分野を生かした指導を行うなど、小規模校ならではのよさを生か

して教職員が協力して指導ができるよう年間指導計画を工夫します。 
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３ 実際の指導にあたっての工夫 

 ○下学年児童が上学年児童の前でも自分の考えが自由に発言できるような環境づくりを心がけます。

上下学年の区別なく、話し合える学級経営が大切です。 

○２つの学年の生活経験の違いを生かし、多様な価値観を引き出すことが大切です。 

○教材を提示するときには、下学年に対して漢字の読みや言葉の意味などについて配慮する必要があ

ります。視覚や聴覚に訴える変化のある資料は理解を促すのに有効です。 

○少人数であるために、多様な考えを引き出すことが難しいこともあります。指導者は、児童一人一

人の実態をつかみ、意図的な指名も入れながら授業を進めます。 

 ○極小の学級においては、多様な道徳的価値に触れることが難しい時もあります。そのような場合に

は、例えばキャラクターの発言として児童に触れさせたい道徳的価値を提示するなどの工夫をしま

す。 

 〇小規模校では、家庭や地域の人々の積極的な参加や協力を得やすいことから、家庭や地域の人々に

よる授業参加も考えられます。例えば、「私たちの道徳」（文部科学省）には、家庭や地域との連携

による活用事例があります。第３・４学年には「共に助け合って生きる（教材名）」、第５・６学年

には「かけがえのない命（教材名）」などがあり、「私たちの道徳 小学校 活用のための指導資

料」（文部科学省）を参考にして授業づくりができます。 

 ○道徳科の評価については、個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた個人内評

価を行います。また、単式の学級の場合と同様に児童の実態を十分に把握することが基本です。特

に２つの学年が同時に学習を進める場合は、上学年、下学年における児童の生活経験の差や少人数

の利点を生かし、児童の実態に応じた適切な指導と評価を工夫していくことが大切です。 
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低学年道徳科（同主題同内容同程度）年間指導計画（配当表）（案） 

【Ａ年度】                  【Ｂ年度】

月 主題名・内容項目

教材名

教〇年…〇年生教科書

  読…道徳読み物資料集  

わ･･･私たちの道徳
月 主題名・内容項目

教材名

教〇年…〇年生教科書 

  読…道徳読み物資料集  

わ･･･私たちの道徳

４ あいさつパワー

B 礼儀

おもいきって言って

ごらん

教２年 ４ あいさつパワー

B 礼儀

あいさつでしあわせ

に

教２年

がっこうたんけん

B 感謝

ありがとう、二ねんせ

い

教 1 年 あいてのきもちを考

えて

B 感謝

 学校たんけん 教２年

５ きそくただしく

C 規則の尊重

るっぺ どうしたの わ みんなでまもる

C 規則の尊重

ごちそうさまのあと

で

読

あかるいこころで

A 正直，誠実

お月さまがみている 教２年 ５ しょうじきにすごす

A 正直，誠実

ぼくはずかしいや 教１年

ただしいことはすす

んで

A 善悪の判断，自律，

 自由と責任

ぼくはいかない 教１年 わがままな気持ち

A 善悪の判断

ぽんたと かんた わ

いのちを 大切に

D 生命の尊さ

ハムスターの赤ちゃ

ん

わ たすけずにはいられ

ないこころ

わきだした水 教１年

６ じぶんのまちのかが

やき

C 伝統と文化の尊重

国や郷土を愛する態度

ぼくのまちも、ひかっ

てる

教２年 ６ ふるさとに親しみを 

もって

C 伝統と文化の尊重

国や郷土を愛する態度

ぎおんまつり わ

自 分でやる ことは 

しっかりと 

A 善悪の判断，自律，

 自由と責任

小さなど力のつみか

さね 

～二宮金次郎～ 

わ 自分の力で

A 善悪の判断，自律，

 自由と責任

シロクマのクウ 読

いのちのたんじょう

D 生命の尊さ

おとうとのたんじょ

うび

教２年 生きものにやさしく

D 生命の尊さ

虫が 大すき わ

がいこくのひととな

かよく

C 国際理解，国際親善

エマさんのこたえあ

わせ

教１年 スポーツでなかよし

C 国際理解，国際親善

オリンピックとバラ

リピックのはた

教２年

 なかよしでいたい

B 友情，信頼

ともだちをしんじる 教２年 ７ 2 羽のことり

B 友情・信頼

ともだちのきもちを

思うこころ

教１年

わがままをしない

A 節度，節制

かぼちゃのつる 教１年 そこだねポンタ

A 節度・節制

きもちのよいえのせ

いかつ

教２年

９ みんなのために働く

C 勤労，公共の精神

わたしたちも仕事が

したい

教２年 ９ はたらくとみんなき

もちいい

わたしにできること 教１年

あいてのきもちにな

って

B 親切，思いやり

おとしよりといっし

ょに

教１年 おもいやりのこころ

B 親切，思いやり

ぐみの木と小鳥 教２年

すなおに のびのび

と  

A 正直，誠実

お月さまと コロ わ しょうじきなひとは

どんなひと

A 正直，誠実

きんのおの 教１年

１年生の導入期は、特に資料を理解しやすく提示する配慮が必要です。

同じ時期に同じ内容項目を位置付けます。

合同ボランティア清掃活動等、

近隣の学校との合同行事に合

わせ、それに関連した内容項目

を年間指導計画に位置付けた

場合、集合学習を行うこともで

きます。

教科書や「道徳読み物資料集」

「私たちの道徳」等から資料を

選択し、年間指導計画に位置付

けます。
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高学年道徳科（同主題同内容同程度）年間指導計画（配当表）（案） 

【Ａ年度】                  【Ｂ年度】

月 主題名・内容項目

教材名

教〇年･･･〇年生教科書  

 わ･･･私たちの道徳

   読･･･道徳読み物資料集

 し･･･しまねの道徳

月 主題名・内容項目

教材名

教〇年･･･〇年生教科書 

 わ･･･私たちの道徳

   読･･･道徳読み物資料集

 し･･･しまねの道徳

４ 多くのささえに感謝

し、それにこたえる 

B感謝 

ありがとう上手に 教５年 ４ 多くのささえに感謝

し、それにこたえる 

B感謝 

土石流の中で救われた

命 

教６年 

自分の特徴を見つめ

て 

A個性の伸長 

あこがれのパティシエ ６年 自分の特徴を見つめ

て 

A個性の伸長 

感動したこと それが

ぼくの作品 

教５年 

たがいに信頼し、学

び合って 

B友情，信頼 

幸せコアラ 

※情報モラル 

読 たがいに信頼し、学

び合って  

B友情，信頼 

知らない間の出来事 

※情報モラル 

読 

５ 法やきまりを守って 

C勤労，公共の精神 

きまりは何のために わ ５ 法やきまり 権利と

義務 

C勤労，公共の精神 

駅前広場はだれのもの 教５年 

誠実に明るいこころ

で 

A正直，誠実 

見えた答案 教５年 誠実に明るいこころ

で 

A正直 誠実 

手品師 教６年 

自他の生命を尊重し

て  

D 生命の尊さ 

その思いを受けついで わ 自他の生命を尊重し

て 

 D 生命の尊さ 

世界の人びとを守る し 

６ 家族のしあわせのた

めに 

C家族愛，家庭生活の

充実 

おばあちゃんのさがし

もの 

教５年 ６ 家族のしあわせのた

めに 

C家族愛，家庭生活の

充実 

お父さんのおべんとう 教６年 

くじけない心 

A希望と勇気， 

  努力と強い意志 

将棋の道を歩く し 希望と勇気をもって

くじけずに  

A希望と勇気，努～ 

ヘレンと共に わ 

郷土や国を愛する心

を   

C 伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態

度 

人間をつくる道 わ 郷土を愛する心 

C伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態

度 

馬入れをなくすな し 

自由と責任 

A 善悪の判断，自律， 

自由と責任 

修学旅行の夜 教６年 自由と責任 

A 善悪の判断，自律， 

自由と責任 

遠足のこどもたち 教５年 

７ 差別やへんけんのな

い公正，公平な態度

で 

C公正，公平，社会正

義 

転校性がやってきた 教５年 ７ 差別やへんけんのな

い公正，公平な態度

で 

C公正，公平，社会正

義 

田中正造 教６年 

自然を守る 

D自然愛護 

愛華さんからのメッセ

ージ 

教６年 自然を守る 

D自然愛護 

イルカの海を守ろう 教５年 

情報モラルに関しては、学校や児童の実態に応じて計画的に進めます。

各校で扱っている教科書、

「道徳読み物資料集」、「しま

ねの道徳」、「私たちの道徳」

等から資料を選択し、年間指

導計画に位置付けます。

年度始めは下学年にとって上学年の資料の理解が難しいことが

あります。資料の提示には配慮が必要です。
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15 外国語活動（平成 30年度・31年度移行期間用） 

（同単元同内容） 

１ 年間指導計画を作成するに当たっての留意点 

  外国語活動及び平成 32年度から実施となる外国語科の目標は、より弾力的な取扱いができるよう、

学年ごとではなく、それぞれに２学年間を通した目標となっています。この目標を踏まえ、内容も２

学年を通じて指導するものとして示されており、児童の実態に応じて指導内容を設定し、必要な内容

を繰り返し指導するなど、柔軟に指導することが適当であるとされています。コミュニケーションを

図る素地や基礎となる資質・能力を育成することが目標であるので、より人数の多い集団で活動でき

る同単元同内容（完全１本案またはＡ・Ｂ年度方式、もしくはその折衷案）で教育課程を編成して学

習することで目標を達成しやすくなると考えられます。 

  年間指導計画の作成にあたっては、基本的には、学年による経験差に応じた同単元同内容異程度（完

全１本案・くりかえし案）と、２学年とも同じ評価規準で活動する同単元同内容同程度（Ａ・Ｂ年度

方式）の折衷案の作成が考えられます。 

  授業を実施するに当たっては、児童理解や学習集団作り等が求められるため、外国語活動、平成 32

年度から実施となる外国語科ともに学級担任の教師の存在は欠かせません。しかしながら、活発なコ

ミュニケーションの場の設定、国際理解教育の推進、また教科化に対応するための専門性の重視等を

考えると、ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材の協力や専門性を有する教師の指導や校

内指導体制の充実を図ることが大切です。その上で、教育課程や指導方法の工夫を行います。 

  なお、この手引きでは、平成 30 年度と平成 31 年度の移行期間中において文部科学省作成の「Hi, 

friends! １、２」、そして新教材「Let’s Try! １、２」「We Can! １、２」を用いた年間指導計画を作

成する際の留意点等をお伝えします。 

（１）初めて英語と出合う学年の学習意欲に十分配慮する 

  【平成 30 年度】 

・平成 30 年度に初めて英語と出合う学年は、第３学年、第４学年、第５学年です。英語への興

味・関心、そして意欲を高めることができるよう、丁寧な指導が求められます。 

   ・第３学年と第４学年は、「Let’s Try! １」から始め、その後「Let’s Try! １、２」の単元を配列

する方が望ましいと思われます。 

   ・第５学年は、外国語活動を１年間経験している第６学年と学習を始めることになります。第５

学年が「英語は難しい」というような苦手意識をもたないよう、「Hi, friends! １」から始め、

その後「Hi, friends! １、２」「We Can! １、２」の単元を配列する方が望ましいと思われます。 

  【平成 31 年度】 

   ・平成 31年度に初めて英語と出合う学年は、第３学年のみです。第３学年が「英語は難しい」と

いうような苦手意識をもたないよう配慮をします。 

   ・第５学年は外国語活動を経験しています。第６学年とともに「We Can! １」から始め、その後

「Hi, friends! １、２」「We Can! １、２」の単元を配列する方が望ましいと思われます。 

（２）２年間の移行期間の学習内容を十分に理解する 

  【平成 30 年度の第３・４学年】 

   ・文部科学省が、高学年との接続の観点から最低限必要な移行措置内容を示しています。（１）で
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述べたように、「Let’s Try! １」から始め、その後「Let’s Try! １、２」の中から移行措置内容

を踏まえた単元配列にします。 

・第４学年は、平成 31 年度には外国語科の内容を学習することになるので、第３学年及び第４学

年の移行措置内容を全て学習する必要があり、扱う単元がどうしても多くなります。児童の実

態に即して時数を配当したり、単元を効果的に関連付けたりといった工夫をし、児童に過度な

負担がかからないようにします。また、共に学んでいる第３学年にも、扱う語彙数を調整する

などして負担の軽減に努めます。 

  【平成 30 年度の第５・６学年】 

   ・文部科学省が、中学校との接続の観点から最低限必要な移行措置内容を示しています。「Hi, 

friends! １」から始め、その後「Hi, friends! ２」「We Can! １、２」の中から移行措置内容を

踏まえ、単元を配列します。また、平成 29年度に扱った「Hi, friends! １、２」の単元と照ら

し合わせ、効果的に学習が進むよう配列します。 

・第６学年は、平成 31 年度には中学校に進学するので、第５学年及び第６学年の移行措置内容を

全て学習する必要があり、第４学年と同様、扱う単元がどうしても多くなります。児童の実態

に即して時数を配当したり、単元を効果的に関連付けたりといった工夫をし、児童に過度な負

担がかからないようにします。また、共に学んでいる第５学年にも、扱う語彙数を調整するな

どして負担の軽減に努めます。 

【平成 31年度の第３・４学年】 

・第３学年にとって初めての活動で、第４学年にとっては平成 30 年度に学習した内容となるの

で、「Let’s Try! １」で始めた後は、「Let’s Try! １、２」の中から第３学年の移行措置内容を中

心とした単元配列にします。 

・１単位時間の中に帯活動を適宜取り入れ、英語表現に慣れ親しむことができるようにします。 

【平成 31年度の第５・６学年】 

・第５学年は、第４学年の時に、１年間、外国語活動を経験しています。また、第６学年は、第

５学年の時に、１年間、外国語活動を経験し、外国語科の内容を学習しています。それぞれの

学年の経験を踏まえながら、第６学年が平成 30 年度に学習した内容と重ならないよう、「We 

Can! １」で始めた後は、「Hi, friends! １、２」「We Can! １、２」の中から第５学年の移行措

置内容を中心とした単元配列をします。 

・１単位時間の中に帯活動を適宜取り入れ、英語表現に慣れ親しむことができるようにします。 

 （３）単式・複式を繰り返す学級での学習内容を確認する 

   ・単式・複式を繰り返す学校において、単式学級の第３学年と第４学年が一緒に、また単式学級

の第５学年と第６学年が一緒に活動する、合同学習も可能です。しかしながら、移行期間の２

年間については移行措置内容を十分に確認し、学年別指導と合同学習を効果的に取り入れて進

めることが大切です。 

   ・合同学習を取り入れる場合には、単式学級であっても該当学年の教材のみでなく、第３・４学

年であれば「Let’s Try! １、２」の２冊、第５・６学年であれば「Hi, friends! １、２」「We Can!

１、２」のそれぞれを２冊持たせることで、学習がスムーズに進むようにすることが可能です。

ただし、平成 32年度からは、第５・６学年は教科化に伴い、教育課程と教科書の無償給与につ

いて注意する必要があります。 
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 （４）同単元同内容異程度による指導 

  ・発達段階や既習内容を踏まえ、目標を上学年と下学年で違うものにして指導を行うことも効果的

です。例えば、学級の構成が変わった４月に、第５学年の単元目標を「進んで、簡単な自己紹

介をしようとする。」、第６学年の目標を「好きなことなどを含めて自分のことを伝え合おうと

する。」と設定し、同じような活動でも目指す単元のゴールの姿を異なるものにすることで、各

学年の児童にとって達成感のある学習にすることができます。 

２ 実際の指導に当たっての留意点 

  複式学級を有する小規模校で外国語活動を行うに当たって、次のような長所と短所が考えられます。 

  【長所】 

・児童一人当たりの英語発話量が多い。 

・授業者や ALT が、個別に指導したり評価したりできる時間が長い。 

・児童一人一人の興味・関心や発達段階に応じた言語活動の設定がしやすい。 

・上学年を学習モデルとして生かすことができる。 

  【短所】 

    ・お互いのことをよく知っていることから、言語活動の必然性をもたせるのに工夫が必要であ

る。 

    ・言語活動の相手に限りがあり、様々なコミュニケーションを行うことが難しい。 

    ・上学年を中心に活動すると、下学年にとって難しい内容になる場合がある。 

  複式学級における外国語活動の指導に当たっては、これらの長所や短所を踏まえ、次のような点に

配慮しながら学習活動を行うことで、複式学級のよさを生かした指導が可能となります。 

（１） 指導体制の充実と工夫を図る 

  ・ALT 等とのティーム・ティーチングを行う時には、複式学級についてきちんと説明し、それぞれ

の学年に応じた関わり方をしてもらうよう打ち合わせをします。 

  ・小規模校で教師同士の連携が図りやすいというよさを生かし、例えば振り返りカードを共通なも

のにする等、情報交換を積極的に行います。 

（２） ２学年で学習していることに配慮する 

  ・下学年が慣れてきたように見えても、２学年をひとくくりにして捉えるのではなく、下学年の既

習内容や発達段階を十分に考慮します。 

  ・上学年をデモンストレーション等でモデルとして生かします。 

  ・同単元同内容で単元目標や評価規準は同じであっても、上学年と下学年で扱う語彙数を調整する

などし、児童一人一人が達成感のある学習になるようにします。 

（３） 質の高い言語活動を目指す 

  ・小規模校でお互いのことをよく知っており、分かりきった答えを尋ね合う言語活動になる場合も

ありますが、構成が毎年変わる学級という特性などを生かし、必然性のある言語活動を設定する

ようにします。 

  ・友達同士や ALT だけでなく、担任以外の教職員や保護者、地域の人々の言語活動に参加してもら

うことで、様々なコミュニケーション活動を設定することができます。 
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I [

ha
ve

 / 
do

n’
t h

av
e]

 ( 
a p

en
 ).

Th
is 

is 
fo

r y
ou

.

ha
ve
身
の
回
り
の
物

 ( 
gl

ue
 st

ick
, s

ci
sso

rs
,

pe
n,

 st
ap

ler
, m

ag
ne

t, 
m

ar
ke

r,
pe

nc
il 

sh
ar

pe
ne

r, 
pe

nc
il 

ca
se

, d
es

k,
ch

ai
r, 

cl
oc

k, 
ca

len
da

r )
状
態
・気
持
ち

 ( 
sh

or
t )

【
コ
】
進
ん
で
，
文
房
具
な
ど
の
持
ち
物
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
て
伝
え

合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
文
房
具
な
ど
学
校
で
使
う
物
の
言
い
方
や
，
持
ち
物
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答

え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
の
物
に
つ
い
て
，
英
語
の
音
声
や
リ
ズ
ム
な
ど
日
本
語
と
の
違
い

に
気
付
く
。

3

・
文
房
具
に
つ
い
て
や
り
取
り
を
し
，
自
分
の
文
房

具
セ
ッ
ト
を
作
る
。

・
身
近
な
人
の
た
め
に
文
房
具
セ
ッ
ト
を
作
り
，
誰

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
を
作
っ
た
か
を
紹
介

す
る
。

【
新
４
】
Ｕ
５

　
・
p
18
・
1
9

　
・
p
20

 
【
L
e
t'
s
 
L
i
s
t
en
】

 
 
・
p
21

＊
指
導
編
（
p
2
3
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

新
３

6
A
L
PH
A
B
ET

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
と
な
か
よ
し

( T
he

 "A
" c

ard
 ),

 pl
ea

se
.

He
re

 y
ou

 ar
e.

Th
an

k 
yo

u.
Yo

u’
re

 w
elc

om
e.

大
文
字

 ( 
A ～

Z 
)

the
, c

ar
d,

 al
ph

ab
et

, p
lea

se
, h

er
e,

tha
nk

,w
elc

om
e, 

bo
ok

, d
ru

m
, f

ish
,

go
ril

la
, h

at
, i

nk
, j

et,
 k

ing
, m

on
ke

y,
no

teb
oo

k, 
pi

g, 
qu

ee
n,

 ra
bb

it,
 su

n,
tre

e,
 um

br
el

la,
 v

io
lin

, w
atc

h,
 b

ox
,

ya
ch

t

【
コ
】
進
ん
で
，
自
分
の
姓
名
の
頭
文
字
を
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
活
字
体
の
大
文
字
と
そ
の
読
み
方
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
活
字
体
の
大
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気

付
く
。

2

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
大
文
字
の
様
な々
表
示
を

見
て
何
を
表
し
て
い
る
か
を
考
え
る
。

・
児
童
用
テ
キ
ス
ト
誌
面
か
ら
大
文
字
を
探
す
。

・
自
分
の
姓
名
の
頭
文
字
を
伝
え
合
う
。

【
新
３
】
Ｕ
６

　
・
p
22
・
2
3

　
・
p
25

＊
指
導
編
（
p
2
7
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

新
４

8

Th
is 

is 
m

y
fa

vo
rit

e p
la

ce
.

お
気
に
入
り
の

場
所
を
し
ょ
う

か
い
し
よ
う

Go
 st

ra
ig

ht
.

Tu
rn

 [ 
rig

ht
 / 

le
ft 

].
St

op
.

Th
is 

is 
( t

he
 m

us
ic 

ro
om

 ).
Th

is 
is 

m
y 

fa
vo

rit
e 

pl
ac

e.
W

hy
?

I l
ik

e 
( m

us
ic 

).

fav
or

ite
, p

la
ce

, m
y,

 o
ur

, g
o,

 w
hy

,
str

aig
ht

学
校
・教
室
等

 ( 
cl

as
sro

om
, r

es
tro

om
, [

sc
ien

ce
 / 

m
us

ic
 / 

ar
ts 

an
d 

cr
af

ts 
/

co
m

pu
ter

 / 
co

ok
in

g 
] r

oo
m

, [
 sc

ho
ol

nu
rse

’s
 / s

ch
oo

l p
rin

ci
pa

l’s
 / 

tea
ch

er
s’

] o
ffi

ce
, e

nt
ra

nc
e, 

lib
ra

ry
, g

ym
,

pla
yg

ro
un

d )

【
コ
】
進
ん
で
，
自
分
が
気
に
入
っ
て
い
る
場
所
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
教
科
名
や
教
室
名
，
案
内
の
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
と
日
本
の
学
校
生
活
の
共
通
点
や
相
違
点
に
気
付
く
。

2

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
世
界
の
子
ど
も
た
ち
と
自

分
た
ち
の
学
校
生
活
の
共
通
点
と
相
違
点
を
知
る
。

・
校
内
を
案
内
す
る
。

・
ペ
ア
で
校
内
の
お
気
に
入
り
の
場
所
に
つ
い
て
伝

え
合
う
。

【
新
４
】
Ｕ
８

　
・
p
30
・
3
1

　
・
p
33

＊
指
導
編
（
p
3
3
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

新
４

9
Th

is 
is 

m
y 

da
y.

ぼ
く
・
わ
た
し

の
一
日

I w
ak

e u
p 

( a
t 6

:0
0 )

.
I h

av
e 

br
ea

kf
as

t (
 a

t 7
:0

0 
).

I g
o t

o 
sc

ho
ol

.
I g

o h
om

e.

日
課

 ( 
w

as
h 

m
y f

ac
e, 

go
 to

 sc
ho

ol
, g

o
ho

m
e, 

br
us

h 
m

y t
ee

th
, p

ut
 aw

ay
 m

y
fu

to
n, 

ch
ec

k 
m

y 
sc

ho
ol

 b
ag

, l
ea

ve
 m

y
ho

us
e,

 ta
ke

 ou
t t

he
 ga

rb
ag

e )
ev

er
yt

hi
ng

, l
ate

r, 
bo

y, 
gi

rl,
 yu

mm
y,

wo
nd

er
fu

l

【
コ
】
進
ん
で
，
絵
本
な
ど
の
短
い
話
を
反
応
し
な
が
ら
聞
こ
う
と
す
る
。

【
慣
】
日
課
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。
絵
本
な
ど
の
短
い
話
を
聞
い
て
，
お
お

よ
そ
の
内
容
が
分
か
る
。

【
気
】
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
，
日
本
語
と
英
語
の
音
声
や
リ
ズ
ム
な
ど
の

違
い
に
気
付
く
。

1

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
，
絵
本
に
つ
い

て
の
質
問
に
答
え
た
り
す
る
。

・
校
内
の
先
生
の
生
活
に
つ
い
て
聞
き
，
ど
の
先
生

か
を
当
て
る
。

【
新
４
】
Ｕ
９

　
全
ペ
ー
ジ

＊
指
導
編
（
p
3
9
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

1
5

・
本
単
元
で
は
，
１
～
20
ま
で
を
学
習
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
，
こ
こ
で

は
０
～
30
ま
で
の
数
を
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
3
0年
度
　
第
３
・
４
学
年
【
４
年
：
C
・
３
年
：
D
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
1
5
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

・
両
学
年
と
も
に
，
初
め
て
外
国
語
活
動
と
出
合
う
単
元
と
な
る
。
本
単
元
を
1

単
位
時
間
扱
い
と
す
る
た
め
，
こ
れ
以
降
の
時
間
で
も
丁
寧
に
名
前
を
言
っ
て

挨
拶
を
す
る
活
動
を
適
宜
行
う
。

・
H

ow
 a

re
 y

ou
? 

I'm
 ( 

ha
pp

y 
). 
の
表
現
に
出
合
わ
せ
，
本
単
元
以
降
も
毎
時

間
こ
れ
ら
の
表
現
に
十
分
慣
れ
親
し
む
よ
う
に
す
る
。

・
本
単
元
は
，
こ
の
年
間
指
導
計
画
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
【
新
４
】
U4
の

内
容
と
関
連
の
あ
る
単
元
で
あ
る
。
本
単
元
で
は
，
一
日
の
生
活
を
表
す
英
語

表
現
を
文
と
し
て
扱
い
，
特
に
第
４
学
年
に
お
い
て
第
５
学
年
の
学
習
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
す
る
。

・
４
年
の
教
材
な
の
で
，
扱
う
語
彙
は
，
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す

る
。
・
本
単
元
か
ら
，
授
業
の
始
め
に
天
気
の
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
。

 H
ow

 is
 th

e w
ea

th
er

 to
da

y?
  I

t's
 ~

.

・
４
年
の
教
材
な
の
で
，
扱
う
語
彙
は
，
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す

る
。

・
４
年
の
教
材
な
の
で
，
扱
う
語
彙
は
，
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す

る
。

・
本
単
元
は
，
第
３
学
年
が
国
語
科
で
ロ
ー
マ
字
を
学
習
し
て
か
ら
行
う
よ
う

に
す
る
。

A
～
E
の
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
3
0年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
3
0年
度
：
５
年
、
平
成
3
1年
度
：
６
年
〕

C
→
〔
平
成
3
0年
度
：
４
年
、
平
成
3
1年
度
：
５
年
〕

D
→
〔
平
成
3
0年
度
：
３
年
、
平
成
3
1年
度
：
４
年
〕

E
→
〔
平
成
3
1年
度
：
３
年
〕

129



・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
3
1
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
教
材

単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

新
３

1

He
llo

!
あ
い
さ
つ
を

し
て
友
達
に

な
ろ
う

He
llo

.  H
i.

I’m
 ( 

Hi
na

ta 
).

Go
od

by
e.

Se
e y

ou
.

＊
様
子
を
尋
ね
た
り
，
感
情

や
状
態
を
答
え
た
り
す
る
表

現
（

’
 H

ow
 ar

e 
yo

u?
  I

m
 (

ha
pp

y 
). 
）
も
含
め
て
扱

う
。

挨
拶

 ( 
he

llo
, h

i, 
go

od
by

e,
 se

e
yo

u )
fri

en
d, 

I, 
am

＊
ho

w,
 a

re
，
状
態
・
気
持
ち
（

fin
e, 

ha
pp

y,
 g

oo
d,

 sl
ee

py
,

hu
ng

ry
, t

ir
ed

, s
ad

, g
re

at
 ）
も

含
め
て
扱
う
。

【
コ
】
進
ん
で
，
友
達
と
挨
拶
を
し
て
，
自
分
の
好
み
な

ど
を
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
挨
拶
の
言
い
方
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
様々
な
挨
拶
の
仕
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

1

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
世
界
に
は
様
な々

言
語
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

・
名
前
を
言
っ
て
挨
拶
を
す
る
。

【
新
３
】
Ｕ
１

　
全
ペ
ー
ジ

＊
指
導
編
（
ｐ
６
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
を
参
照
し
，

児
童
が
日
常
的
に
外
国
語
に

ふ
れ
る
機
会
を
も
つ
。

新
３

3
Ho

w
 m

an
y?

数
え
て
あ
そ

ぼ
う

Ho
w

 m
an

y (
 ap

pl
es

 )?
( T

en
 ) 

( a
pp

les
 ).

m
an

y
数
 (
0～
3
0)

【
コ
】
進
ん
で
，
数
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う

と
す
る
。

【
慣
】
0～
30
の
数
の
言
い
方
や
数
の
尋
ね
方
に
慣
れ

親
し
む
。

1

・
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た
数
を
数
え
た
り
，

身
の
回
り
の
物
の
数
を
数
え
た
り
す
る
活
動

等
を
通
し
て
，
0～
30
の
数
を
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
。

【
新
３
】
Ｕ
３

　
ｐ
1
0・
11

新
３

4

I l
ik

e b
lu

e.
す
き
な
も
の

を
つ
た
え
よ

う

I l
ik

e (
 b

lu
e )

.
Do

 y
ou

 li
ke

 ( 
bl

ue
 )?

Ye
s, 

I d
o.

 / 
No

, I
 d

on
’t.

I d
on

’t 
lik

e (
 b

lu
e )

.

lik
e,

 do
, n

ot
, d

on
’t,

 to
o

色
 ( 

re
d,

 bl
ue

, g
re

en
, y

ell
ow

,
pi

nk
, b

la
ck

,
wh

ite
, o

ra
ng

e, 
pu

rp
le

, b
ro

w
n )

ス
ポ
ー
ツ

 ( 
so

cc
er

, b
as

eb
all

,
ba

sk
et

ba
ll,

 do
dg

eb
all

,
sw

im
m

in
g 

)
飲
食
物

 ( 
ice

 cr
ea

m
, p

ud
di

ng
,

m
ilk

, o
ra

ng
e 

ju
ice

 )
果
物
・野
菜

 ( 
on

io
n,

 gr
ee

n
pe

pp
er

, c
uc

um
be

r, 
ca

rro
t )

ra
in

bo
w

【
コ
】
進
ん
で
，
好
み
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
て

伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
色
の
言
い
方
や
，
好
き
か
ど
う
か
を
尋
ね
た

り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
好
き
な
物
に
つ
い
て
多
様
な
考
え
方
が
あ
る

こ
と
や
，
音
声
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
日
本
語
（
外
来

語
）
と
英
語
の
違
い
に
気
付
く
。

4

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
世
界
の
子
ど
も
た

ち
の
描
く
虹
の
絵
を
見
て
，
色
（
表
現
）
の

違
い
に
気
付
く
。

・
友
達
の
好
き
嫌
い
を
予
想
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
。

・
自
分
の
好
き
な
も
の
を
言
っ
て
自
己
紹
介

を
す
る
。

【
新
３
】
Ｕ
４

　
全
ペ
ー
ジ

新
３

8
W

ha
t's

 th
is?

こ
れ
な
あ

に
？

W
ha

t’s
 th

is?
Hi

nt
, p

le
as

e.
It’

s (
 a 

fr
uit

 ).
It’

s (
 gr

ee
n )

.
It’

s (
 a 

m
el

on
 ).

Th
at’

s r
ig

ht
.

it,
 h

int
, s

ea
動
物

 ( 
el

ep
ha

nt
, h

or
se

 )
sp

id
er

【
コ
】
進
ん
で
，
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
答
え
た
り
し

よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
身
の
回
り
の
物
の
言
い
方
や
，
あ
る
物
が
何

か
を
尋
ね
た
り
，
そ
れ
が
何
か
を
答
え
た
り
す
る
表

現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
音
声
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
日
本
語
(外
来
語
）

と
英
語
の
違
い
に
気
付
く
。

4

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
あ
る
物
が
何
か
を

考
え
て
答
え
る
。

・
あ
る
物
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い
て
，

そ
れ
が
何
か
を
考
え
て
答
え
る
。

・
あ
る
物
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
考
え
，
ク
イ

ズ
を
出
し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
新
３
】
Ｕ
８

　
全
ペ
ー
ジ

＊
指
導
編
（
ｐ
33
、
35
）

「
指
導
者
の
表
現
例
」
参

照
。

新
３

6

AL
PH

AB
ET

ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
な

か
よ
し

( T
he

 "A
" c

ar
d 

), 
pl

ea
se

.
He

re
 yo

u 
ar

e.
Th

an
k y

ou
.

Yo
u’

re 
we

lc
om

e.

大
文
字

 ( 
A ～

Z 
), 

th
e, 

ca
rd

,
alp

ha
be

t, 
pl

ea
se

, h
er

e, 
th

an
k,

we
lc

om
e,

 bo
ok

, d
ru

m
, f

ish
,

go
ril

la
, h

at
, i

nk
, j

et,
 ki

ng
,

m
on

ke
y, 

no
teb

oo
k, 

pi
g, 

qu
ee

n,
ra

bb
it,

 su
n,

 tr
ee

, u
m

br
ell

a,
vi

oli
n,

 w
atc

h,
 b

ox
, y

ac
ht

【
コ
】
進
ん
で
，
自
分
の
姓
名
の
頭
文
字
を
伝
え
合

お
う
と
す
る
。

【
慣
】
活
字
体
の
大
文
字
と
そ
の
読
み
方
に
慣
れ
親

し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
活
字
体
の
大
文
字
で
表
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

2

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
大
文
字
の
様
な々

表
示
を
見
て
何
を
表
し
て
い
る
か
を
考
え

る
。
・
児
童
用
テ
キ
ス
ト
誌
面
か
ら
大
文
字
を
探

す
。
・
自
分
の
姓
名
の
頭
文
字
を
伝
え
合
う
。

【
新
３
】
Ｕ
６

　
ｐ
2
2・
23
・
2
5

＊
指
導
編
（
ｐ
27
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

新
４

6

Al
ph

ab
et

ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
文

字
遊
び
を
し

よ
う

Lo
ok

. W
ha

t’s
 th

is?
Hi

nt
, p

le
as

e.
Ho

w
 m

an
y l

et
ter

s?
 I 

ha
ve

 (
six

 ).
Do

 y
ou

 h
av

e (
 a 

"b
" )

?
Ye

s, 
I d

o.
 / 

No
, I

 d
on

’t.
Th

at’
s r

ig
ht

.
So

rry
. T

ry
 ag

ai
n.

小
文
字

 ( 
a～

z )
let

te
r, 

try
, a

ga
in

, b
oo

ks
to

re,
ju

ice
, n

ew
s, 

sc
ho

ol,
 st

ati
on

,
tax

i, 
te

lep
ho

ne

【
コ
】
進
ん
で
，
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
に
つ

い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
活
字
体
の
小
文
字
と
，
そ
の
読
み
方
に
慣
れ

親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
活
字
体

の
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。

2

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
，
地
域
の
看
板
や
身

の
回
り
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ク
イ
ズ
を
作
り
，
ク
イ

ズ
を
出
し
合
う
。

【
新
４
】
Ｕ
６

　
ｐ
2
2・
23

　
ｐ
2
5【
Ac
ti
v
i
ty
 １
】

＊
指
導
編
（
p
27
）
「
指
導
者

の
表
現
例
」
参
照
。

新
３

9
W

ho
 ar

e 
yo

u?
き
み
は
だ

れ
？

Ar
e 

yo
u (

 a
 do

g 
)?

Ye
s, 

I a
m

. / 
N

o, 
I’m

 n
ot

.
W

ho
 ar

e y
ou

?
I’m

 ( 
a d

og
 ).

W
ho

 am
 I?

Hi
nt

, p
le

as
e.

wh
o

動
物

 ( 
co

w
, d

ra
go

n,
 sn

ak
e,

ho
rs

e, 
tig

er
, s

he
ep

, c
hi

ck
en

 )
状
態
・気
持
ち

 ( 
lo

ng
, s

hi
ny

,
sc

ar
y, 

ro
un

d,
 fu

rry
 )

身
体
の
部
位

 ( 
he

ad
, e

ye
s, 

ea
rs

,
no

se
, m

ou
th

, s
ho

ul
de

rs,
 k

ne
es

,
to

es
)

【
コ
】
進
ん
で
，
絵
本
な
ど
の
短
い
話
を
反
応
し
な

が
ら
聞
く
と
と
も
に
，
台
詞
を
真
似
て
言
お
う
と
す

る
。
【
慣
】
誰
か
と
尋
ね
た
り
，
そ
れ
に
答
え
た
り
す
る

表
現
に
慣
れ
親
し
む
。
ま
た
，
絵
本
な
ど
の
短
い
話

を
聞
い
て
，
お
お
よ
そ
の
内
容
が
分
か
る
。

【
気
】
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
，
日
本
語
と

英
語
の
音
声
や
リ
ズ
ム
な
ど
の
違
い
に
気
付
く
。

1
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
，
絵
本

に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
た
り
す
る
。

・
台
詞
を
真
似
て
言
う
。

【
新
３
】
Ｕ
９

　
全
ペ
ー
ジ

＊
指
導
編
（
ｐ
39
）
「
指
導

者
の
表
現
例
」
参
照
。

1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
3
1年
度
　
第
３
・
４
学
年
【
４
年
：
D
・
３
年
：
E
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
15
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

・
第
４
学
年
は
，
前
年
度
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
，
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
役
を
行
う
。

・
H

ow
 a

re
 y

ou
? I

'm
 h

ap
py

. の
表
現
に
出
合
わ
せ
る
。
こ
こ
で
十
分
に
慣
れ
親

し
む
時
間
が
な
い
た
め
，
本
単
元
以
降
，
毎
時
間
こ
れ
ら
の
表
現
に
十
分
慣
れ
親
し

む
よ
う
に
す
る
。

・
第
４
学
年
は
，
前
年
度
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
，
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
役
を
行
う
。

・
本
単
元
で
は
，
１
～
2
0
ま
で
を
学
習
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
，
こ
こ
で
は
０

～
3
0ま
で
の
数
を
扱
う
。

・
本
単
元
は
，
第
３
学
年
が
国
語
科
で
ロ
ー
マ
字
を
学
習
し
て
か
ら
行
う
よ
う
に
す

る
。
・
第
４
学
年
は
，
前
年
度
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
，
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
役
を
行
う
。

・
４
年
の
教
材
な
の
で
，
扱
う
語
彙
は
，
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
４
学
年
は
，
前
年
度
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
，
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
役
を
行
う
。

・
本
単
元
で
扱
う
表
現
で
は
な
い
が
，
こ
の
時
期
か
ら
，
毎
時
間
，
授
業
の
始
め
に

天
気
の
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
。

H
ow

 is
 th

e w
ea

th
er

 to
da

y?
   

It'
s 

~.

A～
Eの
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
3
0
年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
3
0
年
度
：
５
年
、
平
成
31
年
度
：
６
年
〕

C→
〔
平
成
30
年
度
：
４
年
、
平
成
31
年
度
：
５
年
〕

D →
〔
平
成
30
年
度
：
３
年
、
平
成
31
年
度
：
４
年
〕

E →
〔
平
成
31
年
度
：
３
年
〕

セ ッ ト

130



・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

H
F１

3
H

ow
 m

an
y?

数 身
の
回
り
の
物

H
ow

 m
an

y 
pe

nc
ils

?
Fi

ve
 p

en
cil

s.
身
の
回
り
の
も
の
（

 ca
t, 

do
g,

 p
en

cil
,

ap
pl

e )
数
（

…
, 

 o
ne

, t
w

o,
 

tw
en

ty
 ）

【
コ
】
進
ん
で
、
数
を
数
え
た
り
尋
ね
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
１
～
2
0
の
言
い
方
や
数
の
尋
ね
方
に
慣
れ
親
し
む
。

2

・
身
の
回
り
の
物
の
数
を
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
。

・
数
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
つ
く
り
、
出
題

し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
H
F1
】
L
３

ｐ
1
0（
 
L
et
's

P
la
y 
1
 
)

ｐ
1
1・
1
2

H
F１

4

I l
ik

e 
ap

pl
es

.
果
物
食
べ
物

飲
み
物

ス
ポ
ー
ツ

生
き
物

I l
ik

e ~
.

I d
on

't 
lik

e~
.

D
o 

yo
u 

lik
e~

?
Ye

s, 
I d

o.
 /

 N
o,

 I 
do

n'
t.

果
物
（

 st
ra

w
be

rry
(ie

s)
, c

he
rr

y(
ies

),
pe

ac
h(

es
), 

gr
ap

e(
s)

, k
iw

i f
ru

it(
s)

,
le

m
on

(s
), 

ba
na

na
(s)

, p
in

ea
pp

le
(s

),
or

an
ge

(s
), 

m
el

on
(s

) ）
食
べ
物
・
飲
み
物

( i
ce

 cr
ea

m
,  

m
ilk

,
ju

ic
e 

)
ス
ポ
ー
ツ

( b
as

eb
al

l, 
so

cc
er

,
sw

im
m

in
g,

 b
as

ke
tb

al
l )

動
物
（

 b
ird

(s
), 

ra
bb

it(
s)

, d
og

(s
),

ca
t(s

), 
sp

id
er

(s
) ）

【
コ
】
進
ん
で
、
好
み
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
色
の
言
い
方
や
、
好
き
か
ど
う
か
や
何
が
好
き
か
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表

現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
や
、
外
来
語
を
通
し
て
音
声
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
日

本
語
と
英
語
の
違
い
に
気
付
く
。

3

・
自
分
の
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
話
し
た

り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
。

・
自
分
の
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
発
表
す

る
。

【
H
F1
】
L
４

ｐ
1
4・
1
5
・
1
6

ｐ
1
7(
 L
e
t'
s

C
ha
nt
 
2
,

A
ct
iv
i
t
y
 )

H
F１

5

W
ha

t d
o 

yo
u

lik
e?
色 形

W
ha

t  
do

 y
ou

 li
ke

?
W

ha
t (

 an
im

al
 /

 co
lo

r /
 fr

ui
t /

 sp
or

t )
do

 y
ou

 li
ke

?
I l

ik
e (

 ra
bb

its
 /

 re
d 

/ 
ba

na
na

s 
/ 

so
cc

er
).

T-
sh

ir
t

色
（

 re
d,

 b
lu

e, 
ye

llo
w

, p
in

k,
 g

re
en

,
br

ow
n,

 o
ra

ng
e,

 p
ur

pl
e,

 b
la

ck
, w

hi
te

） 形
（

 h
ea

rt
, s

ta
r, 

ci
rc

le
, t

ria
ng

le
 )

【
コ
】
進
ん
で
、
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
色
や
形
、
好
き
な
も
の
は
何
か
を
尋
ね
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
日
本
語
と
英
語
の
音
声
の
違
い
に
気
付
く
。

3

・
ど
の
よ
う
な
物
が
好
き
か
を
尋
ね
た
り

答
え
た
り
す
る
。

・
食
べ
物
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
好
み
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
級
の
ラ
ン
キ

ン
グ
を
作
る
。

【
H
F1
】
L
５

ｐ
1
8・
1
9
・
2
1

H
F
1

6

W
ha

t d
o 

yo
u

w
an

t?
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
大
文
字

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t?
” 

Th
e 

"A
ca

rd
, p

le
as

e.
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
（

 A
~Z

 )
数

…,
 

( t
w

en
ty

-o
ne

, 
th

irt
y 

)

【
コ
】
進
ん
で
、
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。
ま
た
、
活
字
体

の
大
文
字
と
そ
の
読
み
方
（
名
称
）
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
に

気
付
く
。

3

・
誌
面
か
ら
大
文
字
を
探
す
。

・
大
文
字
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
を

つ
く
り
、
出
題
し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
H
F1
】
L
６

ｐ
2
2・
2
3
・
2
4

ｐ
2
5(
 L
e
t'
s

C
ha
nt
 
2
,
 L
e
t'
s

P
la
y 
3
 
）

H
F２

１

D
o 

yo
u 

ha
ve

"a
"?
言
語
文
字

D
o 

yo
u 

ha
ve

 ~
?

Ye
s, 

I d
o.

 /
 N

o,
 I 

do
n'

t.

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
（

 a
~z

 )

数
（

…,
 

 th
irt

y-
on

e, 
fo

rty
, f

ift
y,

 si
xt

y,

…,
 hu

nd
re

d 
）

【
コ
】
進
ん
で
、
あ
る
物
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す

る
。
【
慣
】
3
1～
1
0
0の
数
の
言
い
方
や
、
あ
る
物
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。
ま
た
、
活
字
体
の
小
文
字
を
識
別
し
、
そ
の
読
み
方
に

慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
活
字
体
の
小
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

に
気
付
く
。

3

・
身
の
回
り
か
ら
、
あ
る
い
は
誌
面
で
見

つ
け
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
や
看
板

や
表
示
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
す
る
。

・
身
の
回
り
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小

文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
探
す
。

【
H
F２
】
L１

ｐ
２
ｐ
３
( 
L
e
t'
s

C
ha
nt
 
)

ｐ
4
・
5

H
F１

7
W

ha
t's

 th
is

?
身
の
回
り
の
物

W
ha

t's
 th

is?
It'

s 
a p

ia
no

.

身
の
回
り
の
物

( t
ria

ng
le

, f
ish

,
re

co
rd

er
, s

ho
e,

 n
ot

eb
oo

k,
 er

as
er

,
gl

ov
e,

 b
ea

ke
r, 

bi
rd

, t
ex

tb
oo

k,
eg

gp
la

nt
, b

ru
sh

, m
at

, b
at

, c
ap

, m
ap

,
ru

le
r, 

gl
ob

e, 
to

m
at

o,
 fr

yi
ng

 p
an

, c
up

,
m

icr
os

co
pe

, p
ia

no
, f

lo
w

er
 ）

【
コ
】
進
ん
で
、
あ
る
物
に
つ
い
て
そ
れ
が
何
か
と
尋
ね
た
り
、
答
え
た
り
し
よ
う
と
す

る
。
【
慣
】
あ
る
物
が
何
か
と
尋
ね
た
り
、
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
日
本
語
と
英
語
の
共
通
点
や
相
違
点
か
ら
言
葉
の
面
白
さ
に
気
付
く
。

2

・
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い

て
、
そ
れ
が
何
か
を
考
え
て
答
え
る
。

・
あ
る
も
の
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
考
え
、

ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
H
F1
】
L
７

ｐ
2
6・
2
7
・
3
0

H
F１

9

W
ha

t w
ou

ld
yo

u 
lik

e?

食
べ
物

料
理

W
ha

t w
ou

ld
 y

ou
 li

ke
?

I'd
 li

ke
 a 

ha
m

bu
rg

er
.

食
べ
物
・
料
理
（

 h
am

bu
rg

er
, o

m
le

t,
ha

m
bu

rg
er

 st
ea

k,
 s

al
ad

, c
ak

e,
sp

ag
he

tti
, h

ot
do

g,
 p

iz
za

, i
ce

 c
re

am
,

yo
gu

rt
, p

ud
di

ng
, o

ra
ng

e 
ju

ic
e,

pa
rf

ai
t, 

su
sh

i, 
sa

us
ag

es
, f

rie
d

ch
ic

ke
n,

 g
re

en
 te

a,
 n

at
to

, m
is

o 
so

up
,

ric
e,

 b
re

ad
, F

re
nc

h 
fri

es
 ）

【
コ
】
進
ん
で
、
ほ
し
い
も
の
に
つ
い
て
丁
寧
に
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
欲
し
い
も
の
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
表
現
の
仕
方
や
尋
ね
方
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様
な々
食
生
活
が
あ
る
こ
と
や
、
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
言
っ
た
り

す
る
際
に
英
語
に
も
丁
寧
な
表
現
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
て
、
世
界
の
小
学

校
で
は
様
な々
食
生
活
が
あ
る
こ
と
を
知

る
。
・
や
り
取
り
を
し
て
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
紹
介
す
る
。

【
H
F1
】
L
９

ｐ
3
6

ｐ
3
7(
 L
e
t'
s

C
ha
nt
 
)

ｐ
3
8・
3
9
・
4
0

20

（
1
学
期
）

・
第
５
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
こ
の
単
元
の
表
現
は
、
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
帯
活
動
等
で
繰
り
返

し
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
3
0年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6
年
：
A・
5年
：
B
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
5
0
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

H
F１
新
６

H
el
l
o！

言
語
挨
拶
T
hi
s
 i
s
 m
e.

自
己
紹
介

【
コ
】
進
ん
で
、
挨
拶
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
た
り

す
る
。

【
慣
】
挨
拶
の
仕
方
や
好
き
な
こ
と
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

・
ペ
ア
で
挨
拶
を
す
る
。

・
自
己
紹
介
を
し
合
う
。

配
慮
事
項

・
第
６
学
年
は
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
を
行
う
。

・
新
６
U1
p
2・
3は
実
態
を
踏
ま
え
て
取
り
入
れ
る
。

・
I l

ik
e ～

. の
表
現
は
６
年
を
中
心
に
行
う
。

・
HF
1
L
2で
の
感
情
や
様
子
を
表
し
た
り
尋
ね
た
り
す
る
活
動
は
帯
活
動
で
行

う
。

1 １

H
el

lo
.

M
y 

na
m

e 
is~

.
W

ha
t's

 y
ou

r n
am

e?
Th

an
k 

yo
u.

G
oo

d 
by

.
I l

ik
e ~

.

【
H
F1
】
L
1

ｐ
2
・
3

【
新
６
】
U1

ｐ
2
・
3

ｐ
4
（
 L
e
t'
s
 P
la
y

1
 ）

1

m
y,

 n
am

e
挨
拶

( h
el

lo
, h

i, 
N

ic
e t

o 
m

ee
t y

ou
. )

fr
om

,  n
ick

na
m

e,
 fa

vo
rit

e

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
3
1年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
第
５
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、

児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
次
の
単
元
HF
1L
5と
関
連
付
け
る
。

・
第
５
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、

児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
前
の
単
元
HF
1L
４
と
関
連
付
け
る
。

・
第
５
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、

児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
５
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、

児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
HF
1
L
6と
関
連
付
け
る
。

・
こ
の
単
元
以
降
、
活
字
体
の
小
文
字
に
適
宜
触
れ
、
十
分
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ

う
に
す
る
。
（
読
む
・
書
く
）

・
こ
の
単
元
以
降
、
活
字
体
の
大
文
字
に
適
宜
触
れ
、
十
分
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ

う
に
す
る
。
（
読
む
・
書
く
）

セ ッ ト セ ッ トA～
D
の
記
号
に
つ
い
て

A →
〔
平
成
30
年
度
：
６
年
〕

B→
〔
平
成
30
年
度
：
５
年
、
平
成
3
1
年
度
：
６
年
〕

C →
〔
平
成
3
0
年
度
：
４
年
、
平
成
3
1
年
度
：
５
年
〕

D→
〔
平
成
3
0
年
度
：
３
年
、
平
成
3
1
年
度
：
４
年
〕
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・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

H
F２

2
W

he
n 

is
 y

ou
r

bi
rt

hd
ay

?
行
事
、
月
、
日
付

W
he

n 
is

 y
ou

r b
irt

hd
ay

?
M

y 
bi

rth
da

y 
is 

M
ar

ch
 ei

gh
te

en
th

.

月
( J

an
ua

ry
, F

eb
ru

ar
y,

 M
ar

ch
, A

pr
il,

 M
ay

, J
un

e,
 Ju

ly
,

A
ug

us
t, 

Se
pt

em
be

r, 
O

ct
ob

er
, N

ov
em

be
r, 

D
ec

em
be

r )
序
数

…,
 

( f
irs

t, 
se

co
nd

, 
th

irt
y-

fir
st

 ）

【
コ
】
進
ん
で
、
誕
生
日
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
月
の
言
い
方
や
誕
生
日
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親

し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
祭
り
や
行
事
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

2

・
友
達
の
誕
生
日
を
調
べ
る
。

・
簡
単
な
語
句
を
書
き
写
し
て
、
バ
ー
ス
デ
ー

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
。

・
や
り
取
り
を
し
て
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
届

け
る
。

【
HF
２
】
L
2

ｐ
6
・
7

ｐ
8(
 
L
et
'
s
 
C
h
a
n
t

) ｐ
9

H
F２

3
I c

an
 s

w
im

.
ス
ポ
ー
ツ

動
作

I c
an

 /
 ca

n'
t ~

.
C

an
 y

ou
 ~

?
Ye

s,
 I 

ca
n.

 /
 N

o,
 I 

ca
n'

t.

動
作
（

 p
la

y,
 sw

im
, c

oo
k,

 ri
de

 )
ス
ポ
ー
ツ

( b
as

ke
tb

al
l, 

so
cc

er
,  

ba
se

ba
ll,

  b
ad

m
in

to
n,

ta
bl

e 
te

nn
is

, u
ni

cy
cl

e 
)

楽
器

( p
ia

no
, r

ec
or

de
r )

【
コ
】
進
ん
で
、
で
き
る
こ
と
を
尋
ね
た
り
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
や
で
き

な
い
こ
と
を
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
自
分
に
つ
い
て
で
き
る
、
で
き
な
い
こ
と
を
表
し
た
り
、
で
き
る
か

ど
う
か
を
尋
ね
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
言
語
や
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

1
・
で
き
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す

る
。

【
HF
２
】
L
3

ｐ
10
ｐ
12
(
 
Le
t
'
s

C
h
an
t
 
)

新
５

5
Sh

e 
ca

n 
ru

n 
fa

st
.

H
e 

ca
n 

ju
m

p 
hi

gh
.

で
き
る
こ
と

C
an

 y
ou

 ( 
sin

g 
w

el
l )

?
Ye

s,
 I 

ca
n.

/ 
 N

o,
 I 

ca
n'

t.
[ I

 /
 Y

ou
 /

 H
e /

 S
he

 ] 
[ c

an
/ 

ca
n'

t  
] （

 si
ng

 w
el

l
).

ca
n,

 ca
n'

t, 
he

, s
he

動
作
（

 p
la

y 
[ s

oc
ce

r/
 b

ad
m

in
to

n 
/ 

ta
bl

e 
te

nn
is 

/
vo

lle
yb

al
l /

 sh
og

i /
 k

en
da

m
a /

 th
e r

ec
or

de
r /

 th
e

pi
an

o 
], 

do
 [ 

ke
nd

o/
 ju

do
 ],

 ri
de

 a
 [ 

bi
cy

cle
 /

 u
ni

cy
le

], 
sw

im
, s

ka
te

, s
ki

, c
oo

k,
 ru

n 
fa

st
, j

um
p 

hi
gh

, s
in

g
w

el
l )

【
コ
】
自
分
や
第
三
者
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
自
分
や
第
三
者
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
を
尋
ね
た

り
言
っ
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
に
は
、
音
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

2

・
第
三
者
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
で
き
な
い

こ
と
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
す
る
。

・
巻
末
の
ジ
ン
グ
ル
を
使
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
文
字
に
は
音
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

【
新
５
】
U
5

ｐ
34
・
35
・
3
8
・
3
9

ｐ
77

新
６

3
H

e 
is 

fa
m

ou
s.

Sh
e 

is 
gr

ea
t.

人
物
紹
介

I a
m

 （
 K

en
 ).

I [
 li

ke
 /

 p
lay

 ] 
[ t

he
 v

io
lin

/ 
ba

se
ba

ll 
].

I [
 h

av
e 

/ 
w

an
t ]

 a 
 n

ew
 [ 

re
co

rd
er

/ 
ba

ll 
].

I e
at

 ( 
sp

ag
he

tti
 ).

I s
tu

dy
 ( 

m
at

h 
).

fa
m

ou
s, 

nu
t, 

fr
es

h,
 o

ld
身
の
回
り
の
物

( r
ac

ke
t, 

co
m

pu
te

r, 
vi

ol
in

, d
ru

m
 )

【
慣
】
語
順
に
意
識
し
て
、
自
分
の
こ
と
や
第
三
者
の
こ
と
に
つ
い
て
伝
え

合
う
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
〈
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
〉
の
文
の
語
順
に
気
付
く
。

2
・
絵
カ
ー
ド
を
並
べ
て
文
を
作
る
。

【
新
６
】
U
３

p
1
8・
1
9・
2
2
・
2
3

新
６

4
I l

ik
e 

m
y 

to
w

n.
自
分
た
ち
の
町
・
地

域

W
e 

ha
ve

 /
 d

on
't 

ha
ve

 ( 
a 

pa
rk

 ).
W

e 
ca

n 
( s

ee
 m

an
y 

flo
w

er
s 

).
W

e 
ca

n 
en

jo
y 

[ f
ish

in
g 

/ 
sh

op
pi

ng
 /

 sw
im

m
in

g
]. I w

an
t a

 [ 
lib

ra
ry

 /
 p

ar
k 

].
( S

ak
ur

a 
) i

s 
ni

ce
.

w
e,

 to
w

n,
 b

ut
, s

o,
 n

at
ur

e
施
設
と
建
物
（

 a
m

us
em

en
t p

ar
k,

 a
qu

ar
iu

m
,

sw
im

m
in

g 
po

ol
, s

ta
di

um
, r

ol
le

r c
oa

st
er

, F
er

ris
 w

he
el

) 動
作
（

 d
an

cin
g,

 jo
gg

in
g,

 p
la

yi
ng

, r
ea

di
ng

, s
ho

pp
in

g,
sin

gi
ng

, s
w

im
m

in
g,

 w
al

ki
ng

 )

【
コ
】
地
域
の
よ
さ
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
地
域
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
の
か
、
ま
た
欲
し
い
の
か
、
さ
ら

に
地
域
の
よ
さ
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

2
・
地
域
に
あ
る
、
あ
る
い
は
、
な
い
施
設
等
を

紹
介
し
、
自
分
た
ち
の
町
に
つ
い
て
考
え
や
気

持
ち
を
伝
え
合
う
。

【
新
６
】
U
4

ｐ
26
ｐ
27
(
 
Le
t
'
s

L
i
st
e
n
 )

ｐ
28
ｐ
29
(
 
Le
t
'
s

C
h
an
t
 
)

ｐ
31
(
 
Ac
t
i
v
i
t
y
 
1

）

H
F２

4
Tu

rn
 ri

gh
t.

建
物
道
案
内

W
he

re
 is

 th
e 

sc
ho

ol
?

G
o 

st
ra

ig
ht

.
Tu

rn
 ri

gh
t /

 le
ft.

St
op

.
Ex

cu
se

 m
e.

建
物
な
ど
（

 p
ar

k,
 fl

ow
er

 sh
op

, h
os

pi
ta

l, 
bo

ok
st

or
e,

re
st

au
ra

nt
, s

up
er

m
ar

ke
t, 

fir
e 

st
at

io
n,

 p
ol

ice
 s

ta
tio

n,
co

nv
en

ie
nc

e 
sto

re
, d

ep
ar

tm
en

t s
to

re
, p

os
t o

ffi
ce

,
st

at
io

n 
)

【
慣
】
道
案
内
や
、
物
の
位
置
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親

し
む
。

【
気
】
英
語
と
日
本
語
で
の
建
物
の
表
し
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。

1
・
行
き
た
い
場
所
を
尋
ね
た
り
、
道
案
内
を
し

た
り
す
る
。

【
HF
２
】
L
4

ｐ
14
・
15
・
1
6
(

L
e
t'
s
 
Ch
a
n
t
 
)

H
F２

5
Le

t' 
go

 to
 It

aly
.

世
界
の
国々

世
界
の
生
活

I w
an

t t
o 

go
 to

 It
al

y.
W

he
re

 d
o 

yo
u 

w
an

t t
o 

go
?

Le
t's

 g
o.

国
名
（

 A
m

er
ic

a, 
A

us
tr

al
ia

, B
ra

zi
l, 

C
hi

na
, E

gy
pt

,
Fr

an
ce

, G
re

ec
e,

 In
di

a,
 Ja

pa
n,

 Sp
ai

n 
)

動
作
（

 ea
t, 

se
e 

)

【
コ
】
進
ん
で
、
お
す
す
め
の
国
に
つ
い
て
発
表
し
た
り
、
友
達
の
発
表
を

聞
い
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
行
き
た
い
国
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
言
っ
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。
【
気
】
世
界
に
は
様々
な
人
た
ち
が
様
な々
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。

3

・
お
す
す
め
の
国
の
ポ
ス
タ
ー
を
も
と
に
、
お

す
す
め
の
国
を
紹
介
す
る
。

・
行
き
た
い
国
の
国
名
を
書
き
写
し
て
、
お
す

す
め
の
国
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
。

【
HF
２
】
L
5

p
1
8(
 
L
et
'
s
 
P
l
a
y

1
 
)
p
1
9(
 
L
et
'
s

L
i
st
e
n
 1
 
）

H
F２

6

W
ha

t t
im

e 
do

 y
ou

ge
t u

p?
世
界
の
国々

世
界
の
生
活

I g
et

 u
p 

at
 s

ev
en

.
W

ha
t t

im
e 

do
 y

ou
 g

et
 u

p?
動
作
（

 g
et

 u
p,

 g
o t

o 
sc

ho
ol

 /
 b

ed
 )

【
コ
】
進
ん
で
、
自
分
の
一
日
を
紹
介
し
た
り
、
友
達
の
発
表
を
聞
い
た
り

し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
一
日
の
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。

2

・
自
分
の
一
日
を
紹
介
し
合
う
。

・
起
床
、
就
寝
時
刻
等
を
尋
ね
合
う
。

・
一
日
の
生
活
に
関
す
る
簡
単
な
語
句
を
書
き

写
す
。

【
HF
２
】
L
６

ｐ
22
・
2
3

ｐ
24
(
 
L
e
t'
s

C
h
an
t
 
)

ｐ
25
（
 
Ac
t
i
v
i
ty

2
 
）

新
５

3

W
ha

t d
o 

yo
u 

ha
ve

on
 M

on
da

y?
学
校
生
活
・
教
科
・

職
業

D
o 

yo
u 

ha
ve

 ( 
P.

E.
 ) 

on
 ( 

M
on

da
y 

)?
Ye

s,
 I 

do
 /

 N
o,

 I 
do

n'
t.

W
ha

t d
o 

yo
u 

ha
ve

 o
n 

( M
on

da
y 

)?
I s

tu
dy

 ( 
m

at
h 

).
I w

an
t t

o 
be

 ( 
a 

te
ac

he
r )

.
I w

an
t t

o 
stu

dy
 ( 

m
at

h 
).

 cl
ea

ni
ng

 ti
m

e, 
re

ce
ss

, s
tu

dy
教
科
（

  J
ap

an
es

e,
 E

ng
lis

h,
 m

at
h,

 s
oc

ia
l s

tu
di

es
, h

om
e

ec
on

om
ic

s, 
ca

lli
gr

ap
hy

, m
or

al
 ed

uc
at

io
n,

 P
.E

. )
職
業
（

 p
ol

ic
e o

ffi
ce

r, 
so

cc
er

 p
la

ye
r, 

do
ct

or
, b

as
eb

al
l

pl
ay

er
, f

lo
ris

t )
曜
日

( S
un

da
y,

 M
on

da
y,

 T
ue

sd
ay

, W
ed

ne
sd

ay
,

Th
ur

sd
ay

, F
rid

ay
, S

at
ur

da
y 

)

【
コ
】
進
ん
で
、
教
科
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
教
科
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
学
校
が
あ
り
、
日
本
と
世
界
の
学
校
生
活
の
共
通

点
と
相
違
点
に
気
付
く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
に
は
様々
な
学

校
生
活
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

・
活
字
体
の
文
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

る
。
・
あ
る
職
業
に
就
く
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
間

割
を
作
成
す
る
。

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
間
割
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介

す
る
。

【
新
５
】
U
３

ｐ
18
・
19
・
2
0
・
2
4

2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6年
：
A
・
5年
：
B
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
50
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

新
６

5
M

y 
Su

m
m

er
V

ac
at

io
n

夏
休
み
の
思
い
出

I w
en

t t
o 

( m
y 

gr
an

dp
ar

en
ts

' h
ou

se
 ).

I e
nj

oy
ed

 ( 
fis

hi
ng

 ).
I s

aw
 ( 

th
e 

bl
ue

 se
a 

).
I a

te
 ( 

ic
e 

cr
ea

m
 ).

It 
w

as
 ( 

fu
n 

/ 
ex

ci
tin

g 
/ 

be
au

tif
ul

 /
 d

eli
ci

ou
s )

.

【
慣
】
夏
休
み
に
行
っ
た
場
所
や
食
べ
物
、
楽
し
ん
だ
こ
と
、
感
想
な
ど
を

表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

2
・
夏
休
み
の
思
い
出
を
表
す
言
葉
を
聞
い
た
り

言
っ
た
り
す
る
。

【
新
６
】
U
5

ｐ
34
・
35
・
3
6
・
3
7
・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を

踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

gr
an

dp
ar

en
t, 

va
ca

tio
n,

 z
oo

動
詞
の
過
去
形
（

 w
en

t, 
at

e,
 sa

w
, e

nj
oy

ed
, w

as
 ）

自
然
（

 b
ea

ch
, m

ou
nt

ai
n,

 se
a,

 la
ke

, r
iv

er
 ）

動
作
（

 h
ik

in
g,

 ca
m

pi
ng

, f
ish

in
g 
）

（
２
学
期
）

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
3
1
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
書
き
写
す
活
動
は
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
慣
れ
親
し
む
程
度
と
す
る
。

・
HF
で
扱
っ
て
い
な
い
「
書
く
」
活
動
も
取
り
入
れ
、
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
活
字
体
の
文
字
や
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
HF
２
L８
に
関
連
付
け
る
。

・
職
業
の
英
語
表
現
は
、
例
え
ば
発
表
す
る
際
に
使
用
す
る
語
彙
の
み
に
す
る
な
ど
、
児
童
の
実

態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
前
の
単
元
H
F２
L
３
に
関
連
付
け
る
。

・
こ
の
単
元
以
降
、
巻
末
の
ジ
ン
グ
ル
を
用
い
て
、
文
字
の
音
に
つ
い
て
適
宜
触
れ
る
よ
う
に
す

る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を
踏

ま
え
て
選
択
す
る
。

・
次
の
単
元
新
5
U
5に
関
連
付
け
る
。

・
目
標
が
３
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
１
つ
の
活
動
の
中
に
網
羅
し
、
一
体
的
に
達
成
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

・
書
き
写
す
活
動
は
実
態
を
踏
ま
え
慣
れ
親
し
む
程
度
と
す
る
。

・
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
や
り
取
り
す
る
際
に
は
、
新
5
U
2
ｐ
1
6
を
参
考
に
し
、
児
童

の
誕
生
日
当
日
に
贈
る
な
ど
年
間
を
通
し
て
行
う
。

・
HF
で
扱
っ
て
い
な
い
「
書
く
」
活
動
も
取
り
入
れ
、
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年
は
多
く
す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を

踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
文
構
造
に
気
付
か
せ
る
意
図
で
こ
の
単
元
ま
で
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
表
現
を
含
め
る
。

・
時
数
が
１
時
間
で
あ
る
の
で
、
扱
う
語
彙
は
、
新
6
U
4
と
関
連
付
け
、
児
童
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
選
択
す
る
。

・
書
き
写
す
活
動
は
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
慣
れ
親
し
む
程
度
と
す
る
。

・
HF
で
扱
っ
て
い
な
い
「
書
く
」
活
動
も
取
り
入
れ
、
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

セ ッ ト

セ ッ トA～
Dの
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
30
年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
30
年
度
：
５
年
、
平
成
3
1年
度
：
６
年
〕

C
→
〔
平
成
30
年
度
：
４
年
、
平
成
3
1年
度
：
５
年
〕

D
→
〔
平
成
30
年
度
：
３
年
、
平
成
3
1年
度
：
４
年
〕
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・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

新
６

7
M

y 
Be

st
 M

em
or

y
小
学
校
生
活
・
思
い

出
行
事

M
y 

be
st

 m
em

or
y 

is
 ( 

sp
or

ts
fe

sti
va

l )
.

W
e e

nj
oy

ed
 ( 

ru
nn

ni
ng

 ).
W

e [
 w

en
t t

o 
( k

yo
to

 ) 
/ 

at
e (

Ja
pa

ne
se

 fo
od

 ) 
/ 

sa
w

 ( 
ol

d
te

m
pl

es
 ) 

/ 
en

joy
ed

 ( 
th

e t
ri

p
) ]

.

be
st,

 m
em

or
y

行
事
（

 sp
or

ts
 d

ay
, s

ch
oo

l
tr

ip
, m

us
ic

 fe
sti

va
l, 

vo
lu

nt
ee

r
da

y,
 d

ra
m

a f
es

tiv
al

,
sw

im
m

in
g 

m
ee

t, 
en

tra
nc

e
ce

re
m

on
y,

 g
ra

du
at

io
n 

da
y 

)

【
コ
】
思
い
出
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
学
校
行
事
に
つ
い
て
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
英
語
の
書
き
方
の
規
則
に
気
付
く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
に
は

様々
な
学
校
行
事
が
あ
る
こ
と
を
知

る
。
・
思
い
出
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
尋
ね

た
り
答
え
た
り
す
る
。

・
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を
作
っ
て
そ
れ

を
も
と
に
小
学
校
の
思
い
出
を
紹
介
す

る
。

【
新
６
】
U
7

ｐ
5
0・
51
・
5
3・
5
6

H
F
２

8

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t
to

 b
e?

職
業
将
来
の
夢

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t t
o 

be
?

I l
ik

e 
( a

ni
m

al
s )

.
I w

an
t t

o 
be

  (
 a 

ve
t )

.
I c

an
 ( 

pl
ay

 th
e 

pi
an

o 
w

ell
 ).

I w
an

t t
o 

be
 ( 

a  
pi

an
is

t )
.

Th
at

's 
( g

oo
d 

).
G

oo
d 

lu
ck

.

be
, l

uc
k,

 fu
tu

re
職
業
（

 c
oo

k,
 p

ilo
t, 

si
ng

er
,

ca
bi

n 
at

te
nd

an
t, 

ve
t, 

zo
o

ke
ep

er
, c

om
ed

ia
n,

 b
ak

er
,

de
nt

ist
, a

rti
st

, f
ar

m
er

, b
us

dr
iv

er
 )

【
コ
】
進
ん
で
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
交
流
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
か
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に

慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
夢
を
も
つ
同
年
代
の
子
供
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
英
語
と
日
本
語
の
職
業
を
表
す
語
の
成
り
立
ち
を
通
し
て
言
葉
の
面
白

さ
に
気
付
く
。

3

・
将
来
の
夢
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
方
式

で
伝
え
合
う
。

・
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
か
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

【
H
F２
】
L
8

全
ペ
ー
ジ

新
５

9
W

ho
 is

 y
ou

r h
er

o?
あ
こ
が
れ
の
人

W
ho

 is
 y

ou
r h

er
o?

 T
hi

s 
is 

m
y 

he
ro

.
[ H

e/
 S

he
 ] 

is 
go

od
 a

t (
pl

ay
in

g 
te

nn
is 

).
[ H

e/
 S

he
 ] 

is 
a 

go
od

 ( 
te

nn
is

pl
ay

er
 ).

[ H
e/

 S
he

 〕
ca

n 
( c

oo
k 

w
el

l
). 〔

 H
e/

 S
he

 〕
is 
〔

 k
in

d/
co

ol
/ 

gr
ea

t/
 st

ro
ng

/ 
ge

nt
le

/
ac

tiv
e/

 b
ra

ve
/ 

fu
nn

y 
〕

.

he
ro

, s
o,

 b
ec

au
se

状
態
・
気
持
ち
（

 a
cti

ve
, c

oo
l,

fa
nt

as
tic

, f
rie

nd
ly

, g
en

tle
,

ki
nd

, b
ra

ve
, s

tro
ng

, t
ou

gh
 )

【
コ
】
自
分
が
あ
こ
が
れ
た
り
尊
敬
し
た
り
す
る
人
に
つ
い
て
自
分
の
意
見

を
含
め
て
紹
介
し
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
第
三
者
が
得
意
な
こ
と
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

2
・
あ
こ
が
れ
た
り
尊
敬
し
た
り
す
る
人

に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
含
め
て
伝

え
合
う
。

【
新
５
】
U
９

ｐ
6
6・
67
・
7
0・
7
1

新
６

9

Ju
ni

or
 H

ig
h 

Sc
ho

ol
Li

fe
中
学
校
生
活
・
部
活

動

I l
ik

e 
（

 b
as

ke
tb

al
l )

.
I w

an
t t

o 
jo

in
 ( 

th
e 

ba
sk

et
ba

ll
te

am
 ).

W
ha

t c
lu

b 
do

 y
ou

 w
an

t t
o

jo
in

?
I w

an
t t

o 
en

joy
 ( 

sp
or

ts
 d

ay
 ).

W
ha

t e
ve

nt
 d

o 
yo

u 
w

an
t t

o
en

jo
y?

I w
an

t t
o 

( s
tu

dy
 h

ar
d/

 re
ad

m
an

y 
bo

ok
s/

 m
ak

e m
an

y
fr

ie
nd

s 
).

m
em

be
r, 

te
am

, p
ra

ct
ice

,
m

ee
t, 

jo
in

, j
un

io
r,

 h
ig

h,
 u

s,
ev

en
t, 

un
ifo

rm
, t

es
t

【
コ
】
進
ん
で
、
中
学
校
生
活
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
中
学
校
の
部
活
動
や
学
校
行
事
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
表
す
表
現

に
慣
れ
親
し
む
。

2

・
中
学
校
で
入
り
た
い
部
活
動
や
楽
し

み
た
い
行
事
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
。

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
身
の
回
り
に

英
語
が
使
わ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
英
語
を
学
習

す
る
こ
と
で
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
知

る
。

【
新
6】
U
9

ｐ
6
6・
67

ｐ
7
0 
( 
L
e
t
'
s 
Pl
a
y

) 【
新
５
】
U
1

ｐ
2
ｐ
3
（
 L
e
t
'
s
 W
at
c
h

a
n
d
 T
hi
n
k
 
)

1
0

・
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
語
彙
を
選
択
す
る
。

・
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
語
彙
を
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
新
５
U
１
に
触
れ
、
第
６
学
年
が
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
3
0年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6
年
：
A
・
5
年
：
B
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
5
0
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

（
３
学
期
）

・
第
６
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
少
な
く
、
第
６
学
年

は
多
く
す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
語
と
語
の
間
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
語
順
に
も
改
め
て
意
識

を
向
け
さ
せ
た
り
す
る
。

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
31
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

セ ッ ト

A～
Dの
記
号
に
つ
い
て

A→
〔
平
成
3
0年
度
：
６
年
〕

B→
〔
平
成
3
0年
度
：
５
年
、
平
成
31
年
度
：
６
年
〕

C →
〔
平
成
3
0年
度
：
４
年
、
平
成
31
年
度
：
５
年
〕

D →
〔
平
成
30
年
度
：
３
年
、
平
成
3
1年
度
：
４
年
〕
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・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

HF
１

3

H
ow

 m
an

y?
数 身
の
回
り
の
物

H
ow

 m
an

y 
pe

nc
ils

?
Fi

ve
 p

en
ci

ls.
身
の
回
り
の
物
（

 c
at

, d
og

, p
en

cil
, a

pp
le

 )

数
（

…
, 

 o
ne

, t
w

o,
 

tw
en

ty
 ）

【
コ
】
進
ん
で
、
数
を
数
え
た
り
尋
ね
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
１
～
2
0の
言
い
方
や
数
の
尋
ね
方
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
言
語
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

2

・
身
の
回
り
の
物
の
数
を
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
。

・
数
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
つ
く
り
、
出
題

し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
HF
1
】
L
３

ｐ
10
・
11
・
12

HF
１

5

W
ha

t d
o 

yo
u

lik
e?
色 形

W
ha

t  
do

 y
ou

 li
ke

?
W

ha
t (

 a
ni

m
al

/ 
co

lo
r/

 fr
ui

t/
 s

po
rt 

)
do

 y
ou

 li
ke

?
I l

ik
e 

( r
ab

bi
ts

/ 
re

d/
 b

an
an

as
/ 

so
cc

er
 ).

T-
sh

irt
色
（

 re
d,

 b
lu

e,
 y

el
lo

w
, p

in
k,

 g
re

en
,

br
ow

n,
 o

ra
ng

e,
 p

ur
pl

e,
 b

la
ck

, w
hi

te
 ）

形
（

 h
ea

rt,
 st

ar
, c

irc
le

, t
ria

ng
le

 )

【
コ
】
進
ん
で
、
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
色
や
形
、
好
き
な
も
の
は
何
か
を
尋
ね
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
日
本
語
と
英
語
の
音
声
の
違
い
に
気
付
く
。

3

・
ど
の
よ
う
な
物
が
好
き
か
を
尋
ね
た
り

答
え
た
り
す
る
。

・
食
べ
物
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
好
み
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
級
の
ラ
ン
キ

ン
グ
を
作
る
。

【
HF
1
】
L
５

全
ペ
ー
ジ

新
４

6

A
lp

ha
be

t
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
で
文
字
遊
び

し
よ
う

Lo
ok

.
W

ha
t's

 th
is?

H
in

t, 
pl

ea
se

.
H

ow
 m

an
y 

le
tte

rs
?

I h
av

e 
( s

ix
 ).

D
o 

yo
u 

ha
ve

 （
a  

"b
" )

?
Y

es
, I

 d
o.

 /
 N

o,
 I 

do
n'

t.
Th

at
's 

rig
ht

.
So

rr
y.

Tr
y 

ag
ai

n.

小
文
字
（

 a~
z 

)
le

tte
r, 

tr
y,

 a
ga

in
, c

of
fe

e,
 cl

os
ed

, d
on

ut
,

ex
it,

 ju
ic

e,
 n

ew
s, 

of
f, 

op
en

, p
ol

ic
e,

re
st

au
ra

nt
, t

ax
i, 

te
le

ph
on

e,
 b

us
, s

to
p,

flo
w

er

【
コ
】
進
ん
で
、
活
字
体
の
小
文
字
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
活
字
体
の
小
文
字
と
そ
の
読
み
方
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
身
の
回
り
に
は
活
字
体
の
小
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
地
域
の
看
板
や

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
か
ら
小
文
字
を
知

る
。
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ク
イ
ズ
を
つ
く
り
、

ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
新
４
】
U
６

全
ペ
ー
ジ

HF
１

7
W

ha
t's

 th
is?

身
の
回
り
の
物

W
ha

t's
 th

is?
It

's 
a 

pi
an

o.

身
の
回
り
の
物

( t
ria

ng
le

, f
ish

, r
ec

or
de

r,
sh

oe
, n

ot
eb

oo
k,

 e
ra

se
r, 

gl
ov

e,
 b

ea
ke

r,
bi

rd
, t

ex
tb

oo
k,

 e
gg

pl
an

t, 
br

us
h,

 m
at

, b
at

,
ca

p,
 m

ap
, r

ul
er

, g
lo

be
, t

om
at

o,
 fr

yi
ng

pa
n,

 cu
p,

 m
icr

os
co

pe
, p

ia
no

, f
lo

w
er

 ）

【
コ
】
進
ん
で
あ
る
物
に
つ
い
て
そ
れ
が
何
か
と
尋
ね
た
り
、
答
え
た
り
し
よ
う
と
す

る
。
【
慣
】
あ
る
物
が
何
か
と
尋
ね
た
り
、
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
日
本
語
と
英
語
の
共
通
点
や
相
違
点
か
ら
言
葉
の
面
白
さ
に
気
付
く
。

3

・
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い

て
、
そ
れ
が
何
か
を
考
え
て
答
え
る
。

・
あ
る
も
の
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
考
え
、

ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
答
え
た
り
す
る
。

【
HF
1
】
L
７

p
2
6・
27
・
3
0・
31

新
５

2
W

he
n 

is
 y

ou
r

bi
rth

da
y?

行
事
・
誕
生
日

W
he

n 
is 

yo
ur

 b
irt

hd
ay

?
M

y 
bi

rth
da

y 
is 

( A
ug

us
t 1

9t
h 

).
Th

is 
is

 fo
r y

ou
.

Th
an

k 
yo

u.

月
( J

an
ua

ry
, F

eb
ru

ar
y,

 M
ar

ch
, A

pr
il,

M
ay

, J
un

e,
 Ju

ly
, A

ug
us

t, 
Se

pt
em

be
r,

O
ct

ob
er

, N
ov

em
be

r, 
D

ec
em

be
r )

季
節

( s
pr

in
g,

 su
m

m
er

, a
ut

um
n 

/ 
fa

ll,
w

in
te

r 
)

序
数

( 1
st,

 …
, 3

1s
t )

 y
ou

r

【
コ
】
進
ん
で
、
誕
生
日
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
月
の
言
い
方
や
、
誕
生
日
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
祭
り
や
行
事
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

4

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
の
行
事
や

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
行
事
か
を
知
る
。

・
誕
生
日
や
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
答

え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

・
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
贈
り
合
う
。

【
新
5
】
U
2

ｐ
10
・
11
・
12
・

1
3
・
1
6

新
５

3

W
ha

t d
o 

yo
u

ha
ve

 o
n

M
on

da
y?

学
校
生
活
・
教

科
・
職
業

D
o 

yo
u 

ha
ve

 ( 
P.

E.
 ) 

on
 ( 

M
on

da
y 

)?
Y

es
, I

 d
o.

 /
 N

o,
 I 

do
n'

t.
W

ha
t d

o 
yo

u 
ha

ve
 o

n 
( M

on
da

y 
)?

I s
tu

dy
 ( 

m
at

h 
).

I w
an

t t
o 

be
 ( 

a t
ea

ch
er

 ).
I w

an
t t

o 
st

ud
y 

( 
m

at
h 

).

 cl
ea

ni
ng

 ti
m

e, 
re

ce
ss

, s
tu

dy
教
科
（

 Ja
pa

ne
se

, E
ng

lis
h,

 m
at

h,
 so

cia
l

stu
di

es
, h

om
e 

ec
on

om
ics

, c
al

lig
ra

ph
y,

m
or

al
 e

du
ca

tio
n,

 P
.E

. )
職
業
（

 p
ol

ice
 o

ff
ice

r, 
so

cc
er

 p
la

ye
r,

do
ct

or
, b

as
eb

al
l p

la
ye

r, 
flo

ri
st 

)
曜
日

( S
un

da
y,

 M
on

da
y,

 T
ue

sd
ay

,
W

ed
ne

sd
ay

, 
Th

ur
sd

ay
, F

rid
ay

, S
at

ur
da

y 
)【
コ
】
進
ん
で
、
教
科
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
教
科
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
学
校
が
あ
り
、
日
本
と
世
界
の
学
校
生
活
の
共
通
点
と
相
違
点

に
気
付
く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
に
は
様々

な
学
校
生
活
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

・
活
字
体
の
文
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

す
る
。

・
あ
る
職
業
に
就
く
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

時
間
割
を
作
成
す
る
。

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
間
割
を
ク
イ
ズ
形
式
で

紹
介
す
る
。

【
新
５
】
U
３

ｐ
18
・
19
・
20
・
2
4

2
0

・
第
６
学
年
は
前
年
度
の
１
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、
モ

デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み

で
、
第
６
学
年
は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
扱
う
な
ど
、
児
童
の
実
態

を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
前
年
度
の
１
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、
モ

デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み

で
、
第
６
学
年
は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
扱
う
な
ど
、
児
童
の
実
態

を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
前
年
度
の
２
学
期
の
H
F
2
L
2
の
既
習
内
容
で
あ
る

の
で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
や
り
取
り
す
る
際
に
は
、
新

5
U2
p1
6
を
参
考
に
し
、
児
童
の
誕
生
日
当
日
に
贈
る
な
ど
年
間
を

通
し
て
行
う
。

・
こ
の
単
元
以
降
、
活
字
体
の
大
文
字
・
小
文
字
に
慣
れ
親
し
ま

せ
る
よ
う
に
す
る
。
（
読
む
・
書
く
）

・
第
６
学
年
は
、
活
字
体
の
文
字
や
表
現
は
既
習
内
容
で
あ
る
の

で
モ
デ
ル
役
も
行
う
。

・
こ
の
単
元
以
降
、
活
字
体
の
文
字
や
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る

よ
う
に
す
る
。
（
読
む
・
書
く
）

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
３
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、

モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
活
字
体
の
文
字
や
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

（
１
学
期
）

・
第
６
学
年
は
前
年
度
の
１
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、
モ

デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
こ
の
単
元
の
表
現
は
、
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
帯
活

動
等
で
繰
り
返
し
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6年
：
B
・
5年
：
C
】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
50
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

新
５

新
６

H
el

lo
,

ev
er

yo
ne

.
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
・
自
己
紹
介

Th
is 

is 
m

e.
自
己
紹
介

（
５
年
）

【
コ
】
進
ん
で
、
簡
単
な
自
己
紹
介
を
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
好
き
な
も
の
や
欲
し
い
も
の
な
ど
を
表
し
た
り
尋
ね
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。
ま
た
、
活
字
体
の
大
文
字
を
読
む
こ
と
に
慣
れ
親
し
む
。

（
６
年
）

【
コ
】
好
き
な
こ
と
な
ど
を
含
め
て
自
分
の
こ
と
を
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
自
己
紹
介
に
関
す
る
表
現
や
好
き
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
な
ど
を
表
す
表
現
に
慣

れ
親
し
む
。

・
好
き
な
も
の
、
欲
し
い
も
の
な
ど
を
含

め
て
自
己
紹
介
を
す
る
。

・
活
字
体
の
大
文
字
で
自
分
の
名
前
を
書

い
た
り
、
そ
の
つ
づ
り
を
言
っ
た
り
す

る
。

配
慮
事
項

・
自
己
紹
介
の
仕
方
は
、
第
５
学
年
は
新
５
Ｕ
１
ｐ
８
を
、
第
６

学
年
は
新
６
Ｕ
１
ｐ
８
を
使
っ
て
行
い
、
異
程
度
で
目
標
等
を
設

定
す
る
。

・
新
５
U
1ｐ
６
の
「
L
et
'
s
 L
i
s
te
n３
」
で
は
、

W
ha

t d
o 

yo
u

w
an

t?
 
の
表
現
を
取
り
上
げ
、
２
学
期
新
５
Ｕ
８

W
ha

t w
ou

ld
yo

u 
lik

e?
に
関
連
付
け
る
。

・
新
６
U
１
の
「
L
e
t
'
s
 W
a
tc
h
 
a
nd
 
T
h
i
n
k」
で
h
a
v
eが
新
出
す

る
が
児
童
が
発
話
す
る
こ
と
は
な
い
。

１ １

H
el

lo
, I

'm
 ( 

Sa
ki

 ).
N

ic
e 

to
 m

ee
t y

ou
.

M
y 

na
m

e i
s (

 K
os

ei 
).

H
ow

 d
o 

yo
u 

sp
el

l y
ou

r n
am

e?
K

-O
-S

-E
-I.

I [
 li

ke
 /

 d
on

't 
 li

ke
 ] 

( b
lu

e 
).

W
ha

t  
( s

po
rt

  )
 d

o 
yo

u 
lik

e?
I l

ik
e 

( s
oc

ce
r )

 v
er

y 
m

uc
h.

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t?
I w

an
t (

 a 
ne

w
 b

al
l )

.
I l

ik
e 

/p
la

y 
( s

oc
ce

r )
.

M
y 

ni
ck

na
m

e 
is 

( K
en

 ).
I'm

 fr
om

 ( 
Sh

iz
uo

ka
 ).

【
新
５
】
U
１

ｐ
２
・
３

ｐ
４
(
 L
e
t
'
s 
P
la
y

1
 
)
ｐ
６
(
 L
e
t
'
s

L
i
st
e
n 
３
 
)

ｐ
８
【
新
６
】
U
1

ｐ
２
・
３

ｐ
８

2

ni
ce

, t
o,

 m
ee

t, 
sp

el
l, 

ne
w

, v
er

y,
 m

uc
h,

cla
ss

, b
ad

m
in

to
n,

 c
ho

co
la

te
, l

et
tu

ce
,

na
m

e,
 an

im
a

l, 
w

at
ch

, t
hi

nk
, f

ro
m

,
ni

ck
na

m
e, 

fa
vo

rit
e

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
31
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
～
D
の
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
30
年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
30
年
度
：
５
年
、
平
成
3
1
年
度
：
６
年
〕

C
→
〔
平
成
30
年
度
：
４
年
、
平
成
3
1
年
度
：
５
年
〕

D
→
〔
平
成
30
年
度
：
３
年
、
平
成
3
1
年
度
：
４
年
〕

134



・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

新
５

4
W

ha
t t

im
e 

do
 y

ou
ge

t u
p?

一
日
の
生
活

W
ha

t t
im

e 
do

 y
ou

 ( 
ge

t u
p 

)?
I (

 u
su

al
ly

 ) 
( g

et
 u

p 
) a

t (
 7

:0
0 )

 .

al
w

ay
s, 

us
ua

lly
, s

om
et

im
es

, n
ev

er
, a

t,
手
伝
い
（

 w
as

h 
th

e 
di

sh
es

, s
et

 th
e t

ab
le

, w
al

k 
m

y 
do

g,
cl

ea
n 

m
y 

ro
om

, g
et

 th
e 

ne
w

sp
ap

er
 )

【
コ
】
進
ん
で
、
自
分
の
一
日
の
生
活
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
一
日
の
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
の
子
供
た
ち
の

一
日
に
つ
い
て
知
る
。

・
日
常
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す

る
。
・
自
分
の
日
常
生
活
を
頻
度
も
含
め
て
紹
介
す

る
。

【
新
５
】
U
４

ｐ
2
6
・
2
7・
2
8
・

2
9
・
3
0

新
５

5
Sh

e 
ca

n 
ru

n 
fa

st.
H

e 
ca

n 
ju

m
p

 h
ig

h.
で
き
る
こ
と

C
an

 y
ou

 ( 
si

ng
 w

ell
 )?

Y
es

, I
 ca

n.
 /

 N
o,

 I 
ca

n'
t.

[ I
 /

 Y
ou

 /
 H

e /
 S

he
 ] 

[ c
an

 /
ca

n'
t ]
（

 si
ng

 w
ell

 )
.

ca
n,

 ca
n'

t, 
he

, s
he

動
作
（

 p
la

y 
[ s

oc
ce

r /
 b

ad
m

in
to

n 
/ 

ta
bl

e 
te

nn
is

 /
vo

lle
yb

al
l /

 sh
og

i /
 k

en
da

m
a 

/ 
 th

e r
ec

or
de

r/
 th

e
pi

an
o 

], 
do

 [ 
ke

nd
o/

ju
do

 ],
 ri

de
 a

 [ 
bi

cy
cle

/ 
un

ic
yl

e 
],

sw
im

, s
ka

te
, s

ki
, c

oo
k,

 ru
n 

fa
st,

 ju
m

p 
hi

gh
, s

in
g 

w
el

l )

【
コ
】
自
分
や
第
三
者
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
自
分
や
第
三
者
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
を
尋
ね
た

り
言
っ
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
の
音
の
気
付
く
。

3

・
他
者
が
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
尋

ね
た
り
答
え
た
り
す
る
。

・
校
内
の
先
生
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
を
含
め
て
紹
介
す
る
。

・
巻
末
の
ジ
ン
グ
ル
を
使
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
文
字
に
は
音
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

【
新
５
】
U
５

ｐ
3
4
・
3
5・
3
8
・

3
9
・
4
0

ｐ
7
7

新
６

3
H

e 
is 

fa
m

ou
s.

Sh
e 

is 
gr

ea
t.

人
物
紹
介

I a
m

 （
 K

en
 ).

I [
 li

ke
 /

pl
ay

 ] 
[ t

he
 v

io
lin

 /
 b

as
eb

al
l ]

.
I [

 h
av

e 
/ 

w
an

t ]
 a

 n
ew

 [ 
re

co
rd

er
 /

 b
al

l ]
.

I e
at

 ( 
sp

ag
he

tti
 ).

I s
tu

dy
 ( 

m
at

h 
).

I c
an

 [ 
sw

im
 /

 co
ok

 /
 sk

at
e /

 sk
i /

 si
ng

 /
 d

an
ce

 ].

fa
m

ou
s,

 n
ut

, f
re

sh
, o

ld
身
の
回
り
の
物

( r
ac

ke
t, 

co
m

pu
te

r, 
vi

ol
in

, d
ru

m
 )

【
慣
】
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
た
り
、
相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
聞
い
た

り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
〈
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
〉
の
文
の
語
順
に
気
付
く
。

2
・
絵
カ
ー
ド
を
並
べ
て
文
を
作
る
。

【
新
６
】
U
３

ｐ
1
8
・
1
9・
2
2
・
23

新
５

7
W

he
re

 is
 th

e
tr

ea
su

re
?

位
置
と
場
所

W
he

re
 is

 th
e 

tre
a

su
re

?
G

o 
st

ra
ig

ht
 ( 

fo
r t

hr
ee

 b
lo

ck
s )

.
Tu

rn
  [

 r
ig

ht
 /

 le
ft 

] (
 a

t t
he

 th
ir

d 
co

rn
er

 ).
Y

ou
 ca

n 
se

e 
it 

on
 y

ou
r [

 ri
gh

t/
le

ft 
].

It
's 

[ o
n 

/ 
in

 /
 u

n
de

r /
 b

y 
] (

 th
e d

es
k 

).

tr
ea

su
re

, b
lo

ck
, i

n,
 u

nd
er

, b
y,

 co
rn

er
身
の
回
り
の
物
（

 c
ap

, c
up

, b
as

ke
t, 

sc
iss

or
s, 

bo
x 

)
施
設
・
建
物

( s
ta

tio
n,

 fi
re

 st
at

io
n,

 g
as

 st
at

io
n,

 p
ol

ic
e

st
ai

tio
n,

 p
os

t o
ffi

ce
, h

os
pi

ta
l, 

su
pe

rm
ar

ke
t,

co
nv

en
ien

ce
 st

or
e,

 b
oo

ks
to

re
,p

ar
k 

 )

【
コ
】
進
ん
で
、
場
所
を
尋
ね
た
り
道
案
内
を
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
道
案
内
や
物
の
位
置
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。
【
気
】
日
本
語
と
英
語
で
は
建
物
の
表
し
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。

3
・
あ
る
物
の
場
所
や
物
の
位
置
関
係
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
、
道
案
内
を
す
る
。

【
新
５
】
U
７

ｐ
5
0
・
5
1・
5
2
・
54

新
６

4
I l

ik
e 

m
y 

to
w

n.
自
分
た
ち
の
町
・
地

域

W
e h

av
e /

 d
on

't h
av

e (
 a

 p
ar

k 
).

 W
e 

ca
n 

( s
ee

 m
an

y 
flo

w
er

s 
).

W
e c

an
 e

nj
oy

 [ 
fis

hi
ng

 /
 s

ho
pp

in
g 

/ 
sw

im
m

in
g 

].
 I 

w
an

t a
 [ 

lib
ra

ry
 /

 p
ar

k 
].

 ( 
Sa

ku
ra

 ) 
is

 n
ic

e.

w
e, 

to
w

n,
 b

ut
, s

o,
 n

at
ur

e,
施
設
と
建
物
（

 a
m

us
em

en
t p

ar
k,

 a
qu

ar
iu

m
, s

w
im

m
in

g
po

ol
, s

ta
di

um
, r

ol
le

r c
oa

st
er

, F
er

ris
 w

he
el

 )
動
作
（

 d
an

ci
ng

, jo
gg

in
g,

 p
la

yi
ng

, r
ea

di
ng

, s
ho

pp
in

g,
si

ng
in

g,
 sw

im
m

in
g,

 w
al

ki
ng

 )

【
コ
】
地
域
の
よ
さ
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
地
域
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
の
か
、
ま
た
欲
し
い
の
か
、
さ
ら

に
地
域
の
よ
さ
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

3

・
地
域
に
あ
る
、
あ
る
い
は
、
な
い
施
設
等
を

紹
介
し
、
自
分
た
ち
の
町
に
つ
い
て
考
え
や
気

持
ち
を
伝
え
合
う
。

・
ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に

自
分
た
ち
の
町
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
。

【
新
６
】
U
４

ｐ
2
6
・
2
7・
2
8
・
29

ｐ
3
1
（
 
Ac
t
i
v
i
t
y

1
 
）
p
3
2

新
５

8
W

ha
t w

ou
ld

 y
ou

lik
e?
料
理
・
値
段

W
ha

t w
ou

ld
 y

ou
 li

ke
?

I'd
 li

ke
 a

 h
am

bu
rg

er
.

料
理
（

 h
am

bu
rg

er
, o

m
le

t, 
ha

m
bu

rg
er

 st
ea

k,
 s

al
ad

,
ca

ke
, s

pa
gh

et
ti,

 h
ot

do
g,

 p
iz

za
, i

ce
 cr

ea
m

, y
og

ur
t,

pu
dd

in
g,

 o
ra

ng
e j

ui
ce

, p
ar

fa
it,

 su
sh

i, 
sa

us
ag

es
, f

rie
d

ch
ic

ke
n,

 g
re

en
 te

a,
 n

at
to

, m
iso

 s
ou

p,
 ri

ce
, b

re
ad

,
Fr

en
ch

 fr
ie

s 
)

【
慣
】
丁
寧
に
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に
慣
れ
親
し

む
。
【
気
】
英
語
に
も
欲
し
い
も
の
を
尋
ね
た
り
言
っ
た
り
す
る
表
現
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。

3
・
丁
寧
な
言
い
方
で
料
理
の
注
文
を
尋
ね
た

り
、
答
え
た
り
す
る
表
現
を
知
る
。

【
新
５
】
U
８

ｐ
5
8
・
5
9・
6
0
・
62

20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6年
：
B・
5
年
：
C】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
5
0
時
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

新
６

5
M

y 
Su

m
m

er
V

ac
at

io
n

夏
休
み
の
思
い
出

I w
en

t t
o 

( m
y 

gr
an

dp
ar

en
ts'

 h
ou

se
 ).

I e
nj

oy
ed

 ( 
fis

hi
ng

 ).
I s

aw
 ( 

th
e 

bl
ue

 se
a 

).
I a

te
 ( 

ice
 c

re
am

 ).
It

 w
as

 ( 
fu

n/
 ex

ci
tin

g/
 b

ea
ut

ifu
l/

 d
eli

ci
ou

s )
.

【
コ
】
進
ん
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
夏
休
み
に
行
っ
た
場
所
や
食
べ
物
、
楽
し
ん
だ
こ
と
、
感
想
な
ど
を

表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
英
語
の
書
き
方
の
規
則
に
気
付
く
。

3
・
夏
休
み
の
思
い
出
を
伝
え
合
い
、
来
年
度
の

夏
休
み
を
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
思
う
友
達
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
る
。

【
新
６
】
U
５

ｐ
3
4
・
3
5・
3
6
・

3
7
・
3
9・
4
0

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の

よ
り
少
な
く
、
第
６
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
に

す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
２
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の

で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
語
と
語
の
間
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
語
順
に
も
改
め
て
意
識

を
向
け
さ
せ
た
り
す
る
。

gr
an

dp
ar

en
t, 

va
ca

tio
n,

 z
oo

動
詞
の
過
去
形
（

 w
en

t, 
at

e,
 sa

w
, e

nj
oy

ed
, w

as
 ）

自
然
（

 b
ea

ch
, m

ou
nt

ai
n,

 se
a,

 la
ke

, r
iv

er
 ）

動
作
（

 h
ik

in
g,

 c
am

pi
ng

, f
is

hi
ng

 ）

（
２
学
期
）

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
3
0
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
3
1
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
2
学
期
の
H
F2
L
6の
既
習
内
容
で
あ

る
の
で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
第
５
学
年
は
、
１
学
期
新
５
U１
で

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t?
の
表
現
を
学
習
し
て
い
る
の
で
、
関
連
付
け
る
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
１
学
期
の
H
F１
L
９
の
既
習
内
容

で
あ
る
の
で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行

う
。
・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
み
で
、
第
６
学
年
は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
扱
う
な
ど
児
童

の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
文
字
の
音
に
慣
れ
親
し
み
、
活
字
体
の
文
字
を
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
。

・
本
単
元
を
３
時
間
で
構
成
し
て
い
る
た
め
、
物
の
位
置
を

表
す
表
現
に
十
分
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
単
元
以
降
も
意
識
し
て
物
の
位
置
を
表

す
表
現
を
指
導
者
が
使
う
よ
う
に
し
、
十
分
に
親
し
め
る
よ

う
に
す
る
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
２
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の

で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
こ
の
単
元
以
降
、
巻
末
の
ジ
ン
グ
ル
を
用
い
て
、
文
字
の

音
に
つ
い
て
適
宜
触
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
第
６
学
年
は
第
５
学
年
の
２
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の

で
、
モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の

よ
り
少
な
く
、
第
６
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
に

す
る
な
ど
、
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
前
年
度
２
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、

モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
文
構
造
に
気
付
か
せ
る
意
図
で
こ
の
単
元
ま
で
に
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
表
現
も
含
め
て
指
導
す
る
。

・
前
の
単
元
の
新
５
U5
に
関
連
付
け
る
。

セ ッ ト

A～
Dの
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
30
年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
30
年
度
：
５
年
、
平
成
31
年
度
：
６
年
〕

C →
〔
平
成
3
0年
度
：
４
年
、
平
成
31
年
度
：
５
年
〕

D→
〔
平
成
3
0年
度
：
３
年
、
平
成
31
年
度
：
４
年
〕
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・
「
授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例
」
を
す
べ
て
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
・
教
材
に
な
い
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
用
教
材
単
元

タ
イ
ト
ル
・
題
材

表
現
（
児
童
の
発
話
例
）

語
彙
（
児
童
が
使
う
語
彙
例
）

単
元
目
標
（
現
行
の
外
国
語
活
動
の
観
点
）

時
数

主
な
活
動
例

授
業
で
扱
う
ペ
ー
ジ
例

新
６

7

M
y 

Be
st

M
em

or
y

小
学
校
生

活
・
思
い
出

行
事

W
ha

t's
 y

ou
r b

es
t m

em
or

y?
M

y 
be

st
 m

em
or

y 
is 

( s
po

rt
s

fe
st

iv
al

 ).
W

e 
en

jo
ye

d 
( r

un
nn

in
g 

).
W

e 
[ w

en
t t

o 
( k

yo
to

 ) 
/ 

at
e 

(
Ja

pa
ne

se
 fo

od
 ) 

/ 
sa

w
 ( 

ol
d

te
m

pl
es

 ) 
/ 

en
jo

ye
d 

( t
he

 tr
ip

 ) 
].

be
st

, m
em

or
y

行
事
（

 sp
or

ts
 d

ay
,  

sc
ho

ol
tr

ip
,  

m
us

ic
 fe

st
iv

al
,

vo
lu

nt
ee

r d
ay

, d
ra

m
a

fe
st

iv
al

, s
w

im
m

in
g 

m
ee

t,
en

tra
nc

e c
er

em
on

y,
gr

ad
ua

tio
n 

da
y 

)

【
コ
】
思
い
出
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
学
校
行
事
に
つ
い
て
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
学
校
生
活
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

3

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
世
界
に
は

様
な々
学
校
行
事
が
あ
る
こ
と
を
知

る
。
・
思
い
出
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
尋
ね

た
り
答
え
た
り
す
る
。

・
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を
作
っ
て
そ
れ

を
も
と
に
小
学
校
の
思
い
出
を
紹
介
す

る
。

【
新
６
】
U
７

ｐ
5
0
・
5
1
・
5
3
・

5
5・
5
6

H
F
２

8

W
ha

t d
o

yo
u 

w
an

t
to

 b
e?

職
業
将
来
の
夢

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t t
o 

be
?

I l
ik

e (
 a

ni
m

al
s )

.
I w

an
t t

o 
be

 (a
 v

et
 ).

I c
an

 ( 
pl

ay
 th

e 
pi

an
o 

).
Th

at
's 

~.
G

oo
d 

lu
ck

.

be
, l

uc
k,

 fu
tu

re
職
業
（

 co
ok

, p
ilo

t, 
si

ng
er

,
ca

bi
n 

at
te

nd
an

t, 
ve

t, 
zo

o
ke

ep
er

, c
om

ed
ia

n,
 b

ak
er

,
de

nt
is

t, 
ar

tis
t, 

fa
rm

er
, b

us
dr

iv
er

 )

【
コ
】
進
ん
で
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
交
流
し
よ
う
と
す
る
。

【
慣
】
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
か
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す
る
表
現
に

慣
れ
親
し
む
。

【
気
】
世
界
に
は
様々
な
夢
を
も
つ
同
年
代
の
子
供
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
英
語
と
日
本
語
の
職
業
を
表
す
語
の
成
り
立
ち
を
通
し
て
言
葉
の
面
白

さ
に
気
付
く
。

3

・
将
来
の
夢
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
方
式

で
伝
え
合
う
。

・
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
か
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

【
H
F
２
】
L
8
全

ペ
ー
ジ

新
５

9

W
ho

 is
yo

ur
 h

er
o?

あ
こ
が
れ
の

人

W
ho

 is
 y

ou
r h

er
o?

Th
is

 is
 m

y 
he

ro
.

[ H
e /

 S
he

 ] 
is 

go
od

 a
t (

 p
la

yi
ng

te
nn

is
 ).

[ H
e /

 S
he

 ] 
is 

a 
go

od
 ( 

te
nn

is
pl

ay
er

 ).
[ H

e /
 S

he
 ] 

ca
n 

 ( 
co

ok
 w

el
l )

.
[ H

e /
 S

he
 ] 

is 
[ k

in
d 

/ 
co

ol
 /

gr
ea

t /
 s

tro
ng

 /
 g

en
tle

 /
 a

cti
ve

/ 
br

av
e /

 fu
nn

y 
].

he
ro
状
態
・
気
持
ち
（

 a
ct

iv
e,

 co
ol

,
fa

nt
as

tic
, f

rie
nd

ly
, g

en
tle

,
ki

nd
, b

ra
ve

, s
tr

on
g,

 to
ug

h 
)

【
コ
】
自
分
が
あ
こ
が
れ
た
り
尊
敬
し
た
り
す
る
人
に
つ
い
て
自
分
の
意
見

を
含
め
て
紹
介
し
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
第
三
者
が
得
意
な
こ
と
を
表
す
表
現
に
慣
れ
親
し
む
。

2
・
あ
こ
が
れ
た
り
尊
敬
し
た
り
す
る
人

に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
含
め
て
伝

え
合
う
。

【
新
５
】
U
９

ｐ
6
6
・
6
7
・
7
0
・

7
1

新
６

9

Ju
ni

or
H

ig
h

Sc
ho

ol
 L

ife
中
学
校
生

活
・
部
活
動

I l
ik

e （
 b

as
ke

tb
al

l )
.

I w
an

t t
o 

jo
in

 ( 
th

e b
as

ke
tb

al
l

te
am

 ).
W

ha
t c

lu
b 

do
 y

ou
 w

an
t t

o 
jo

in
?

I w
an

t t
o 

en
jo

y 
( s

po
rt

s d
ay

 ).
W

ha
t e

ve
nt

 d
o 

yo
u 

w
an

t t
o

en
joy

?
I w

an
t t

o 
〔

 st
ud

y 
ha

rd
/ 

re
ad

m
an

y 
bo

ok
s/

 m
ak

e 
m

an
y

fr
ien

ds
 〕

.

m
em

be
r, 

te
am

,
pr

ac
tic

e,
m

ee
t, 

jo
in

,
ju

ni
or

,h
ig

h,
 u

s, 
ev

en
t,

un
ifo

rm
, t

es
t

【
コ
】
進
ん
で
、
中
学
校
生
活
に
つ
い
て
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

【
慣
】
中
学
校
の
部
活
動
や
学
校
行
事
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
表
す
表
現

に
慣
れ
親
し
む
。

2

・
中
学
校
で
入
り
た
い
部
活
動
や
楽
し

み
た
い
行
事
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え

た
り
す
る
。

・
映
像
資
料
を
視
聴
し
、
身
の
回
り
に

英
語
が
使
わ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
英
語
を
学
習

す
る
こ
と
で
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
知

る
。

【
新
6
】
U
9

ｐ
6
6
・
6
7
・
6
8

ｐ
7
0
(
 
L
e
t
'
s

P
la
y
 
)

【
新
５
】
U
１

ｐ
2
・
3
（
 
L
e
t
'
s

W
at
c
h
 
a
n
d
 
T
h
in
k

)

10

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
３
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
が
、
第

６
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
語
彙
を
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
３
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
の
で
、

モ
デ
ル
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
役
も
行
う
。

・
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
語
彙
を
選
択
す
る
。

・
第
６
学
年
は
、
前
年
度
の
３
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
が
、
第

６
学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
新
5
U
1に
触
れ
、
第
６
学
年
が
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
3
1
年
度
　
第
５
・
６
学
年
【
6年
：
B・
5年
：
C】
外
国
語
活
動
　
年
間
指
導
計
画
（
参
考
例
）
　
移
行
措
置
【
50
時
間
】
　
　
　
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

配
慮
事
項

（
３
学
期
）

・
第
６
学
年
は
前
年
度
の
３
学
期
の
既
習
内
容
で
あ
る
が
、
第
６

学
年
を
中
心
に
指
導
す
る
。

・
扱
う
語
彙
は
、
例
え
ば
第
５
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り

少
な
く
、
第
６
学
年
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
に
す
る
な

ど
、
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

・
こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
単
式
学
級
の
計
画
を
も
と
に
、
平
成
30
年
度
は
上
学
年
を
、
平
成
31
年
度
は
下
学
年
を
中
心
と
し
た
単
元
配
列
と
な
っ
て
い
ま
す
。

セ ッ トA～
Dの
記
号
に
つ
い
て

A
→
〔
平
成
3
0年
度
：
６
年
〕

B
→
〔
平
成
3
0年
度
：
５
年
、
平
成
31
年
度
：
６
年
〕

C
→
〔
平
成
3
0年
度
：
４
年
、
平
成
31
年
度
：
５
年
〕

D
→
〔
平
成
3
0年
度
：
３
年
、
平
成
31
年
度
：
４
年
〕
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16 総合的な学習の時間 
（折衷案：同単元異内容同程度・同単元同内容同程度） 

１ 全体計画作成の際の留意点 

  総合的な学習の時間の目標は第３学年から第６学年まで共通で示され、その目標を踏まえて、各学

校において目標と内容を定めます。つまり、複式学級であるなしに関わらず第３学年と第４学年、第

５学年と第６学年が同じ目標、同じ内容で学習することもできますし、複式学級の２つの学年が、そ

れぞれ異内容で学習することもできます。どのような内容をどの学年のまとまりで学習するのかが、

全て学校に任されています。

全体計画は「各学校における教育目標」、「各学校において定める目標」、「各学校において定め

る内容（「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体

的な資質・能力」）を明確にすることが重要です。さらに、基本的な内容や方針等を概括的・構造的

に示すものとして「学習活動」「指導方法」「指導体制」「学習の評価」を考えて作成します。

  全体計画を作成する際、以下の点について配慮が必要です。 

○目標は、小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編第２章第２節に示されている「第１の目

標」の趣旨を適切に盛り込むよう配慮し、地域や学校、児童の実態や特性を踏まえ、各教科等と

の関連を視野に入れて作成することが求められます。具体的には、以下の二つを反映させること

が要件となります。

○育成を目指す資質・能力には、各学校の目標が実現された際に現れる望ましい児童の成長の姿が

示されます。望ましい姿には学年段階によって違いが出てきますから、育成を目指す資質・能力

の設定に際しては、学年段階ごとに考えることが必要となってきます。この学年段階は、第３・

４学年、第５・６学年をそれぞれ１つの段階とした２つの学年段階による設定が実践事例として

も多く、また現実的な示し方です。 

複式学級においては、第３・４学年、第５・６学年と２学年をひとまとまりとした学習の実践事

例が多く見られます。その場合も、目標や内容は各学校が、同単元異内容指導、同単元同内容同程

度指導、同単元同内容異程度指導など、児童・地域・学校の実態に合わせて独自に決めていくこと

ができます。ただし、その際にも、上記の２点を踏まえていることが大切です。 

２ 年間指導計画作成の際の留意点 

  複式学級であるなしに関わらず、年間指導計画において単元を配列する際には、次に示すような

パターンが考えられます。それぞれの特徴を生かしながら作成することが望まれます。 

(1)分散型…総合的な学習の時間の単元を学期ごとなどいくつかの期間に分けて取り組むもの 

(2)年間継続型…１年間を通じて同じテーマで継続的に取り組むもの 

(3)集中型…季節や地域の行事などを中核にしてある期間に集中的に取り組むもの 

(4)並列型…同じ時期に複数の単元に平行して取り組むもの 

(5)複合型…学年単位の活動と学級単位の活動など、異なる学習形態や学習集団などを組み合わせて

取り組むもの

（１）「探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して」、「よりよく課題
を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目指す」という、目標
に示された二つの基本的な考え方を踏まえること。

（２）育成を目指す資質・能力については、「育成すべき資質・能力の三つの柱」である「知識及び技
能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つのそれぞれについて、
第１の目標の趣旨を踏まえること。
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また、「小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」に示されている次のような年間指導

計画作成上の留意点(1)～(4)に配慮する必要があります。 

(1)児童の学習経験に配慮すること 

・児童のこれまでの学習経験やその経験から得られた成果について事前に把握し、それらを生か

しながら計画を立てます。特に導入学年となる第３学年には、生活科等における学習活動とそ

の成果を把握しておくことが大切です。その上で題材等を検討し、場合によっては学年による

発達段階等を考慮して異内容にすることが考えられます。 

(2)季節や行事など適切な活動時期を生かすこと 

・１年間の季節や行事の流れを生かすことが大切です。地域や校内の行事等について、時期と内

容の両面から、その関連付けを検討しましょう。地域の伝統行事、季節の変化、栽培・飼育活

動等、学習活動を特定の時期に集中させることでその効果が一層高まるものもあります。 

(3)各教科等との関連を明らかにすること 

・総合的な学習の時間では、各教科等で別々に身に付けた資質・能力を十分に把握し、組織し直

し、改めて現実の生活に関わる学習において活用することが求められています。このことから、

総合的な学習の時間と各教科等との関連を意識した計画を作成することが重要となります。 

 (4)外部の教育資源の活用及び異校種との連携や交流を意識すること 

・保護者や地域の人、専門家などの多様な人々の協力、公民館や図書館といった施設・設備など、

様々な教育資源を活用することが大切です。異校種との連携や交流活動を行う際には、児童に

とって交流を行う必要感や必然性があるかどうか等を考慮する必要があります。 

  複式学級においては、これら４つの留意点に加えて次の点について配慮することが大切です。

・同単元異内容指導において、２年続けて同じテーマの単元を行う場合、同じ活動の繰り返しと

ならないように配慮します。１年目に取り組んだ活動から新たな課題を見いだし、次の探究活

動につなげる等の工夫が必要です。 

・年度によっては児童数が大きく変動する可能性があります。児童の実態を考慮した計画となる

よう、毎年見直していく必要があります。 

・教科等を同単元同内容同程度（Ａ・Ｂ年度方式）で行う場合は、年度ごとに総合的な学習の時

間と教科等との関連を確認する必要があります。 

３ 指導にあたって 

総合的な学習の時間における学習指導のポイン

トは、「学習過程を探究的にすること」と「他者

と協働して主体的に取り組む学習活動にするこ

と」です。複式学級においても、そのポイントは

同じです。

(1)学習過程を探究的にすることについて 

総合的な学習の時間では、探究的な見方・考え

方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを

通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を

総合的な学習の時間における児童の学習の姿 
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考えていくための資質・能力を育成することを目標にしています。

そして、探究的な学習とするためには、「課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現」

の探究の過程を経由することが大切です。また、この探究の過程は図のように何度も繰り返され、高

まっていく必要があります。

その際、以下の点について配慮が必要です。

① 課題の設定 

・児童の発達や興味・関心を適切に把握し、児童が実社会や実生活に向き合う中で、自ら課題意

識をもてるようにすることが大切です。その際、教師が意図的な働きかけをすることが重要で

す。 

② 情報の収集 

・児童が目的を明確にして自覚的に情報を収集する図書やインターネットの利用、保護者・地域

住民へのアンケートやインタビュー、あるいは児童が無自覚のうちに情報を収集する体験活動

などを通して、より多くの情報を収集し、適切な方法で蓄積することが大切です。

③ 整理・分析 

・収集した情報を吟味する必要性について考えさせることが必要です。そして、比較、分類、関

連付けなどして整理・分析し、思考する活動へと高めるようにすることが大切です。そのため

にはマップやベン図といった思考ツールを活用することも考えられます。 

④ まとめ・表現 

・情報を再構築し、それを他者に伝えたり、自分自身の考えとしてまとめたりする学習を行う

ことで新たな課題が生まれ、深まりのある探究活動に発展します。相手意識や目的意識を明

確にすることが大切です。 

 少人数である複式学級の場合、「課題の設定」において、教師は児童一人一人の考えや課題を十分

に把握することが比較的容易であると考えられます。その一方で、「まとめ・表現」においては、少

人数であるため活動が制限されてしまう場合があります。学級内での発表だけでなく、他学級や全

校、保育園等の地域に向けての発表を取り入れるなどの工夫が望まれます。

(2)他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすることについて 

  多様な考え方をもつ他者と適切に関わり合ったり、社会に積極的に参画したり貢献したりする資質

や能力の育成につながることから、総合的な学習の時間では、他者と協働して課題を解決しようとす

る学習活動を重視します。そして、何のために学ぶのか、どのように学ぶのかということを児童自身

が考え、主体的に学ぶ学習が基盤にあることが重要です。 

  その際、以下の点について配慮が必要です。

① 多様な情報を活用して協働的に学ぶ

情報交換しながら学級全体で考えたり話し合ったりすることで、探究的な学習の質を高め

ることが可能となります。 

② 異なる視点から考え協働的に学ぶ

児童の見方とは異なる資料を用意したり、専門家へのインタビューを取り入れたりする等

の工夫が考えられます。



140 

③ 力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ

集団で実現できる課題を設定したり、地域の人や専門家などと交流する場面を設定したり

する等の工夫が必要です。

④主体的かつ協働的に学ぶ

  協働性と主体性の両方をバランスよく意識し、それぞれの児童なりに主体的に学ぶこと、協

働的に学ぶことのよさを実感できるような工夫が必要です。

 少人数である複式学級においては、他者との関わりに限りがあります。多様な情報が活用でき

るよう、学級の枠を越えた他学年や学校全体による学習活動・学習形態の工夫が必要です。場合

によっては、近隣の学校との集合学習も考えられます。その際には、教員同士が各校の総合的な

学習の時間の目標、内容等を十分に理解し、事前に計画したうえで学習に臨むことが大切です。 

 また、他の教科等における間接指導によって培われている自力解決の態度や能力、学び合う力

を、総合的な学習の時間における探究の過程に生かして取り組むことを意識し、主体的・協働的

に課題を解決していけるように計画することが大切です。 

４ 学習状況の評価についての考え方 

総合的な学習の時間の評価では「児童にどのような力が身に付いたのか」を適切に評価します。

その際、各学校が定めた目標及び内容、育成を目指す資質・能力を踏まえることが必要です。ま

た総合的な学習の時間の評価は、各学校で適切に評価の観点を定め、これに基づいて児童の学習

活動をよりよく改善するものであることに十分配慮しなければなりません。

評価の観点をもとに単元の評価規準を設定します。単元の評価規準では、児童が取り組む学習

活動との関連において、その場面で児童に期待される学習の姿を想定し、具体的に示す必要があ

ります。評価にあたっては、学習活動をとおして育成を目指す資質・能力が適切にはぐくまれ、

内容が学ばれているのかを、児童の学習状況からていねいに見取ることが大切です。

 複式学級においては、各指導類型に沿った評価規準を設定します。設定にあたっては、学年段

階と個々の児童の実態を踏まえる必要があります。同単元同内容指導においては、２学年とも同

じテーマ、活動内容及び評価規準を設定し、同程度指導として活動を展開することができますが、

異学年児童の学びの違いを発達特性と捉え、発達段階を考慮して評価規準を設定する異程度指導

として展開することも可能です。 

 複式学級であるなしにかかわらず、児童の学習状況の評価を適切に実施するには、多様な評価

（方法、場面、評価者等）となっているか、過程の評価（事前の実態把握、途中・終末の学習状況

把握、継続的な把握等）が適切に行われているかが大切です。評価の信頼性を高めるために、児

童にどのような資質・能力がはぐくまれているのか、何を学び取っているのかを、多様な評価と

過程の評価を意識して行い、それを指導に役立てる必要があります。加えて、教師が児童のよい

点や進歩の状況などを積極的に評価することにより、児童自身が学習したことの意義や価値を実

感できるようにすることも肝要です。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８・９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

高齢者の方々から、地域での昔の生活や苦労についての話を聞くことで、地域に愛着を持つとともに自分たち
の生活のあり方を見直すことができる。

・社会科「地域の人々の生活」と関連させ、昔の○○町の写真を提示することで、学習への関心を高める。
・地域のお年寄りから昔の話を聞き、さらに調べたいことを考える。
・○○町の昔について郷土資料館で調べたり、地域の方にインタビューをしたりする。
・調べたことを物、設備、自然等の項目に分けた表にまとめ、紹介したいことを考える。
・生活の知恵や生き方についてパンフレットにまとめ、学習したことを全校に伝える。
・学習を振り返り、感想発表会を行う。

国語：「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」
社会：「身近な地域や市」「地域の人々の生産や販売」「地域の人々のと生活に必要な飲
　　　　料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理」「災害及び事故の防止」「地域の人々の
　　　　生活」 「県の様子」
道徳：A（3）、A（5）、B（8）、B（9）、C（16）

伝えよう○○町の今（35時間）

○○町についての情報を集め、その分析を行い、テレビ番組を製作することを通して、自分たちの町のよさや課
題を再認識し、地域に誇りと愛情を持つとともによりよい地域にしようとする。

・社会科「身近な地域や市」と関連させながら、○○町について知っていることを付箋に書き出す。
・付箋を出し合いながら、○○町のよさや課題について話合う。
・○○町のよさや課題は何か、町探検やインタビュー、アンケートによる調査を行い、さらに情報を集める。
・集めた情報の序列化（ランキング）を通して、○○町のよさと課題について考える。
・テレビ番組作りをする。
・テレビ番組「○○町の今」の発表会をする。
・学習を振り返り、レポートにまとめる。

国語：「話すこと・聞くこと」「書くこと」
社会：「身近な地域や市」「地域の人々の生産や販売」「地域の人々のと生活に必要な飲
　　　　料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理」「災害及び事故の防止」「地域の人々の
　　　　生活」 「県の様子」
算数：「表やグラフ」「資料の分類整理」
理科：「身近な自然の観察」「月と星」
道徳：A（3）、A（5）、B（8）、B（9）、D（20）

私たちの知らない昔の○○町（35時間）

教科等との
関連

主な
学習活動

目標

単元名
（予定時数）

単元名
（予定時数）

目標

中学年総合的な学習の時間（折衷案：同単元異内容同程度、同単元同内容同程度）　年間指導計画（例）

○○川探検隊（35時間）

ふるさとの川の体験活動（観察・調査）を通して、○○川には多くの生き物や植物がいること
を知り、生き物や植物にすすんで関わったり、地域の方と○○川の自然を守っていこうとした
りする。

共
通
内
容

・３年生は４年生から○○川の話を聞き、○○川への関心を高める。
・４年生は地域の方から話を聞き、○○川の環境への関心を高める。

・○○川探検に行き、３年は魚をとる活動を、４年は環境を調べる活動を行う。

・探検からの気付きをカードに書き出し、さらに調べたい課題や行いたい活動を考える。
・３年：○○川水族館をオープンさせよう
・４年：○○川キラキラ作戦を考えよう

・図書やインターネット、家族へのインタビュー等から情報を集める。
・表やマップに調べたことをまとめ、今後の取組について考える。
・地域の人や専門の人に話を聞く。（３年：水族館、４年：環境課）

・水族館とキラキラ大作戦を行う。

・環境のことを考えながら魚を元の川に放す。

・学習を振り返り、感想文にまとめる。

国語：「話すこと・聞くこと」「書くこと」
社会：「身近な地域や市」「地域の人々の生活に必要な飲料水、電気、ガ
　　　　スの確保や廃棄物の処理」「地域の人々の生活」
算数：「長さ」「重さ」「体積」「表やグラフ」
理科：「身近な自然の観察」「季節と生物」
道徳：A（3）、A（5）、B（8）、B（9）、D（18）、D（19）

主な
学習活動

教科等との
関連

Ａ
年
度

Ｂ
年
度

単元名
（予定時数）

目標

教科等との
関連

主な
学習活動

※同単元で２年間行う場合、３年生に４年生が話をして関心

を高めたり、３年生が困ったときには４年生にアドバイスを

求めたりしながら進めることが考えられます。

※４年生には、同じ活動とならないように、前年度の活動で

出された課題を解決していく展開とすることが大切です。

※児童が様々な課題に取り組めるように、Ａ・Ｂ年度で内容を変えて設定することが考えられます。

※教科等との関連については、年度によって確認する必要があります。
※他教科等で習得した知識・技能等を活用することを意識して計画することが重

要です。

※３年生には初めての総合的な学習の時間の学習となるため、学習の進め方な

どを丁寧にすることが大切です。

※足りない情報はさらに調査したり、新たな課題を提

示したりするなど、探究のスパイラルを大切にした
指導を工夫します。
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17 特別活動 
（同内容同程度） 

１ 複式学級の特性を生かす 

特別活動では、第１学年から第６学年まで共通の目標になっています。特別活動の内容は、学級活動、

児童会活動、クラブ活動及び学校行事から構成されています。この四つの内容は、集団の単位、活動の形

態や方法、時間の設定などにおいて異なる特質をもっており、それぞれが固有の意義をもっています。し

かし、これらは、最終的に特別活動の目標を目指して行われ、相互に関連し合っていることを理解し、児

童の特質・能力を育成する活動を効果的に展開できるようにすることが大切です。

特別活動の計画・実施にあたっては、学校独自の創意・工夫が大切です。複式学級ならではの児童同士

の密接な人間関係、異年齢の児童が共に生活する学級、全校児童を対象とした行事等の企画や、家庭や地

域との連携のしやすさなどの特性を生かしながら、特色ある活動を計画します。特に、以下の活動につい

ては、複式学級の特性を生かしつつ、重点的に取り組む必要があります。

(1) 合意形成を図ったり、意思決定をしたりする活動

(2) 自分たちできまりをつくって守る活動

(3) 異年齢集団や多様な他者との交流や対話をする活動

(4) 振り返り活動

２ 年間指導計画を作成するための留意点 

特別活動の指導に当たっては、(1)「知識及び技能」が習得されること、(2)「思考力、判断力、表現力

等」を育成すること、(3)「学びに向かう力、人間性等」を涵養することが偏りなく実現されるよう、単

元など内容や時間のまとまりを見通しながら、児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

を行うことが重要です。 

 特別活動の指導計画は、学校の教育目標を達成する上でも重要な役割を果たしているため、調和のとれ

た特別活動の全体計画と各活動・学校行事の年間指導計画を全教職員の協力の下で作成することが必要で

す。全体計画及び各活動・学校行事の年間指導計画は、次の点に留意して作成します。 

 (1) 学校の創意工夫を生かす 

 (2) 学級や学校の実態や児童の発達などを考慮する 

 (3) 各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図る 

 (4) 児童による自主的、実践的な活動を助長させるようにする 

 (5) 家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫する

３ 実際の指導における留意点 

(1) 学級活動 

複式学級では、特に「様々な集団活動を通す」という特別活動の特質を意識しながら実践していくこと

が大切です。

○低学年や中学年における学級活動は、学級を単位とした議題や題材を取り上げます。しかし、複式学級

は少人数であり、学級の児童数が少ないため、学級生活における課題が限られる場合があります。高学

年と同様に、取り上げる議題や題材は学校生活全体や幼保小連携活動等、広がりをもたせるよう工夫す

ることが大切です。
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○複式学級にあっては学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」「(2)日常の生活や学習への

適応と自己の成長及び健康安全」「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の内容の特質に応じて、学級

の実態に合った議題や題材を工夫する必要があります。

(2) 児童会活動 

○異年齢集団による自発的、自治的な活動の場や機会を多く設定し、高学年のリーダーシップを育て、学

校集団としての活力を高め、楽しく豊かな学校生活をつくるよう努めます。

○児童の自発的、自治的な活動において、児童数が少ないことにより教師に依存してしまうことのないよ

う、活動に関しては可能な限り児童に任せるという態度が大切です。

○児童会の計画や運営は、主として高学年の児童が行うこととなっていますが、児童の発達の段階などを

考慮しながら、中学年の児童が運営に参加できるように配慮したり、低学年の意見が児童会に反映され

るよう工夫したりすることも考えられます。

(3) クラブ活動 

○児童の自発的、自治的な活動になるよう、教師の適切な指導の下、年間や学期、月ごとなどに上学年の

児童が中心になって活動計画を立て、役割を分担し、協力して運営に当たることが大切です。

○小規模校においては、第３学年や低学年からクラブ活動に参加できるようにしたり、その人数に見合っ

たクラブの数を組織したりすることが考えられます。その場合、特に児童の発達の段階などを考慮し、

学級や学年が異なる仲間と協力して活動を進めることができた喜びなどが実感できるよう指導します。

○必要に応じて社会教育施設をはじめとする学校外に活動の場を求めたり、地域の人々をはじめとする専

門的な外部講師の協力を得たりするなど、家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用を工夫す

ることによって、様々な人との出会いを大切にした活動を工夫することが考えられます。

(4) 学校行事 

○郷土に愛着を深める観点から、地域の伝統や文化に触れる機会を積極的に設定します。 

○学校行事の指導計画作成に関して、地域社会との連携を図るうえで、次のことに考慮します。

・学校行事の年間指導計画の立案にあたっては、地域の実態に即した特色ある行事の創造を意識し、地

域社会との連携を生かすことが大切です。連携を進めるために、例えば地域社会の人々が参観しやす

い期日に授業公開日を設定したり、地域の伝統文化に触れる活動や地域の行事との関連を図ったりす

ることが考えられます。

・勤労生産・奉仕的行事などを実施する際には、積極的に保護者や地域の関係団体と連携をとります。

例えば幼稚園や保育所、介護施設などと交流し、多様な人々と人間関係を築こうとする態度の育成を

図ります。

・学校行事としてのねらいを地域の方に示しながら、学校行事としてふさわしい活動にします。

４ 複式学級における学級活動の年間指導計画作成の留意点 

学校や学級、児童の実態に即し、学校行事との効果的な連携を図りながら計画を立てます。また、学級

会の「話合い活動」の指導は、低学年、中学年、高学年の系統性をもって取り組みます。 

児童の自主性を伸ばし、学校生活を一層楽しくするために学級活動(1)に重点を置き、低・中・高学年

の実態や発達の課題を踏まえて指導内容の重点化を図ることが大切です。特に、学級活動(2)や(3)につい

ては、取り上げる指導内容の重点化を図り、前年の内容と重複しないよう系統性を踏まえ、年間指導計画

を適切に設定する必要があります。 
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低学年学級活動（同内容同程度）年間指導計画（例）

月 議題・題材 内容 活動形態 学校行事 A 年度 B年度

４ 

新しい学年になって・学級のめあてをきめよう ア 話 ・始業式、入学式 
・交通安全教室 
・身体測定・内科検診 

つくろう係活動 イ 係
正しい道の歩き方 登下校の安全 ウ
楽しい給食 エ 話

５ 

学校のきまりを知ろう ア ・家庭訪問 
クラス集会をしよう１（計画・実践・振り返り） ア 話
そうじ上手になろう イ
図書館と仲良くなろう ウ

６ 
議題箱から学級会・きまったことに取り組もう１ ア 話集
雨の日の過ごし方 ア 話
言葉づかいを考えよう 友だちっていいな イ 話

７ 
クラス集会の計画を立てよう２ ア 話 ・プール開き 

・個人懇談・大掃除 
・終業式 

クラス集会をしよう２   ア 集
楽しい夏休み ア

９ 
工夫しよう係活動 イ ・始業式 

・運動会 運動会を盛り上げる工夫をしよう ウ 話
議題箱から学級会・きまったことに取り組もう２ ア 話集

10 
楽しい遠足にしよう イ 話 ・遠足 
本をたくさん読もう ウ
議題箱から学級会３ ア 話

11 
きまったことに取り組もう３ ア 集 ・学習発表会 
学習発表会を成功させよう ウ 話
整理整とんをしよう 忘れ物０をめざそう ア 話

12 
クラス集会の計画を立てよう３ ア 話 ・終業式 
クラス集会をしよう３   ア 集
かぜを予防しよう ウ

１ 
工夫しよう係活動 イ 係 ・始業式 
いろいろ食べよう 給食は栄養がいっぱい エ
議題箱から学級会４ ア 話

２ 
きまったことに取り組もう４   ア 集 ・１日入学 
たいせつなからだ さそわれたらどうしよう ウ
６年生を送る会の準備をしよう ア 話

３ 
クラス集会の計画を立てよう４ ア 話 ・６年生を送る会 

・卒業式、修了式 クラス集会をしよう４   ア 集
次の学年に向けて ア 話

※ 中・高学年の 年間指導計画（例）の留意事項（吹き出し等）も 併せてご確認ください。 

「議題箱から学級会」の議題例 

「学級の○○を作ろう（マーク、キャラクター、歌、旗など）」 「係の発表会をしよう」 
「夏休み発表会をしよう」  「○○（学級の問題など）を解決しよう」 
「学習発表会ですることを考えよう」  「送る会の出し物を決めよう」  

「１日入学のメニューを決めよう」 「児童総会の議題を話し合おう」 「学級目標を振り返ろう」

２年生には、１年生を温かく迎え、一緒に学校生活を過ご

す意識が高まるよう働きかけ、１年生が集団で活動する楽

しさを味わい、安心して学校に通えるようにします。

教師が司会役となり、「①課題発見」→「②解決方法の話合い」

→「③解決方法の決定」→「④決めたことの実践」→「⑤振り

返り」のような学習過程を経験することで、話合いの進め方を

理解することも大切です。低学年では、１単位時間の前半で①

～③の話し合いを行い、後半は「④決めたことの実践」「⑤振り

返り」を行うことも考えられます。

複式学級では、学年差や生活経験の差があります。児童一人

一人の実態を十分把握し、指導していくことが大切です。 

学級活動の内容【 (1)ア～ウ、(2)ア～エ、(3)ア～ウの

10項目】は全て、いずれの学年においても取り扱います。 

議題によって内容や活動形態

が変わることがあります。 
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中学年学級活動（同内容同程度）年間指導計画（例）

月 議題・題材 内容 活動形態 学校行事 A 年度 B年度

４ 

新しい学年になって ア 話 ・始業式、入学式 
・交通安全教室 
・身体測定・内科検診 

学級のめあてをきめよう ア 話
つくろう係や当番活動 イ 係
クラス集会の計画を立てよう１   ア 話

５ 

そうじの仕方を考えよう イ 話 ・家庭訪問 
学校のきまりを守ろう ア 話
家庭学習について考えよう   ウ 話
バランスの良い食事 食生活を考えよう   エ 話

６ 
議題箱から学級会１ ア 話
きまったことに取り組もう１ ア 集
友だちのよいところを見つけよう 友だちのことを知ろう イ 話

７ 
野菜を食べよう 好き嫌いをなくそう エ ・プール開き 

・個人懇談・大掃除 
・終業式 

クラス集会の計画を立てよう２   ア 話
クラス集会をしよう２   ア 集

９ 
係や当番活動を見直そう イ ・始業式 

・運動会 運動会を盛り上げる工夫をしよう ウ 話
議題箱から学級会２ ア 話

10 
きまったことに取り組もう２   ア 集 ・遠足 
むし を予防しよう 生活リズムを見直そう ウ 話
議題箱から学級会３ ア 話

11 
きまったことに取り組もう３   ア 集 ・学習発表会 
学習発表会を成功させよう ウ 話
図書館を利用しよう ウ

12 
教室をきれいにしよう 室内での過ごし方 ア 話 ・終業式 
クラス集会の計画を立てよう３ ア 話
クラス集会をしよう３   ア 集

１ 
係や当番活動を充実させよう イ 係 ・始業式 
丈夫なからだをつくろう ウイルスからからだを守ろう ウ
みんなで協力 相手の気持ちを考えて   イ

２ 
議題箱から学級会４ ア 話 ・１日入学 
きまったことに取り組もう４   ア 集
男女のからだの変化  とからだの成 ウ

３ 
クラス集会の計画を立てよう４ ア 話 ・６年生を送る会 

・卒業式、修了式 クラス集会をしよう４   ア 集
次の学年に向けて ア 話

※ 低・高学年の 年間指導計画（例）の留意事項（吹き出し等）も 併せてご確認ください。 

「議題箱から学級会」の議題例 

「学級の○○を作ろう（マーク、キャラクター、歌、旗など）」 「係の発表会をしよう」 
「夏休み発表会をしよう」  「○○（学級の問題など）を解決しよう」 

「お世話になった○○さんへ感謝の気持ちを伝えよう」 「学習発表会の内容を考えよう」 
「送る会の出し物を決めよう」 「児童総会の議題を話し合おう」 「学級目標を振り返ろう」

下学年の児童の発言も尊重し、全員参加

の話し合いができるようにします。 

「①課題発見」～「⑤振り返り」のような学習過程

を繰り返し経験することで児童が主体的に話し合う

ことができるよう指導します。

１単位時間を使って話し合い、「④決めたことの実践」（集

会活動等）は休み時間や放課後を利用することもできます。 

よりよい運動会をめざして、高学年と協力し、主体的にか

かわっていこうという意欲が高まるよう働きかけます。 
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高学年学級活動（同内容同程度）年間指導計画（例）

月 議題・題材 内容 活動形態 学校行事 A 年度 B年度

４ 

新しい学年になって・学級のめあてをきめよう ア 話 ・始業式、入学式 
・交通安全教室 
・身体測定・内科検診 

つくろう係や当番活動 イ 係
安全な自転車の乗り方 登下校の安全 ウ
クラス集会の計画を立てよう１   ア 話

５ 

クラス集会をしよう１   ア 集 ・家庭訪問 
そうじの仕方を工夫しよう イ 話
学校のきまりを考えよう ア 話
栄養のバランスを考えよう 給食に感謝しよう   エ 話

６ 
議題箱から学級会・きまったことに取り組もう１ ア 話集
家庭学習の仕方を工夫しよう   ウ 話
高学年らしさとは 自分のよさ、友達のよさ イ 話

７ 
クラス集会の計画を立てよう２ ア 話 ・プール開き 

・個人懇談・大掃除 
・終業式 

クラス集会をしよう２ ア 集
夏休みの計画を立てよう ア

９ 
係や当番活動を見直そう イ ・始業式 

・運動会 運動会を盛り上げる工夫をしよう ウ 話
議題箱から学級会２ ア 話

10 
きまったことに取り組もう２ ア 集 ・遠足 
宿泊研修に出かけよう 修学旅行に出かけよう イ 話
タバコと健康 飲酒や薬物と健康 ウ 話

11 
議題箱から学級会・きまったことに取り組もう３ ア 話集 ・学習発表会 
学習発表会を成功させよう ウ 話
上手な情報の集め方 著作権に気をつけよう ウ

12 
学校をきれいにしよう 室内での安全な過ごし方 ア 話 ・終業式 
クラス集会の計画を立てよう３ ア 話
クラス集会をしよう３ ア 集

１ 
係や当番活動を充実させよう イ 係 ・始業式 
病気から身体を守ろう 感染症の予防 ウ
楽しい給食の工夫 健康と食事 エ

２ 
議題箱から学級会４ ア 話 ・１日入学 
きまったことに取り組もう４ ア 集
気持ちの良い言葉 相手の気持ちを考えて   イ

３ 
おやつのとり方 朝ごはんを食べよう ウ ・６年生を送る会 

・卒業式、修了式 感謝の気持ちを伝えよう イ 話
次の学年に向けて ア 話

※ 低・中学年の 年間指導計画（例）の留意事項（吹き出し等）も 併せてご確認ください。

「議題箱から学級会」の議題例 

「児童会の○○を作ろう（マーク、キャラクター、歌、旗など）」 「係の発表会をしよう」 
「１年生を迎える会を計画しよう」  「○○（学級・学校の問題など）を解決しよう」 
「運動会（学習発表会）のスローガンに決め方を考えよう」  「全校集会を企画しよう」  

「児童総会の準備をしよう」  「学級目標を振り返ろう」 

学級のめあてに合わせて、６年生は最上級生として

学校全体をリードしていく自覚、５年生は高学年と

して６年生と協力していく心構えについて、自分の

目標を自己決定できるようにします。 

児童が主体的に話し合い、合意形成や意思決定ができるよう指

導します。「④決めたことの実践」は、休み時間や放課後等、

課外の時間に実施することも考えられます。

６年生は中学校に向けての意欲、５年生は最上級生になり、

学校全体をリードしていく自覚が高まるようにします。 
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○へき地・複式・小規模学校Ｑ＆Ａ－新学習指導要領に添う新しい研究推進のために－ 

（全国へき地教育研究連盟．平成12年９月25日） 

○これだけは知っておきたいへき地教育ガイドブック（全国へき地教育研究連盟．平成７年８月20日） 

○へき地・小規模・複式学校の特性を生かした学習指導（指導方法）（全国へき地教育研究連盟．平成元年３月31日） 

○へき地・複式教育ハンドブック（全国へき地教育研究連盟．昭和60年１月25日） 

○学習指導方法の工夫・改善（全国へき地教育研究連盟．平成10年10月10日） 

○複式教育ハンドブック－異学年が同時に学び合うよさを生かした学習指導－ 

（広島大学附属東雲小学校．平成22年６月25日） 

○複式学級指導法－単式学級内の学力差に対応した現場の工夫にも役立つ指導法－ 

（長崎・鹿児島・琉球３大学連携研究「複式学級指導法」編集委員会編．東京教学社．平成21年３月31日） 

○小学校家庭科の授業づくりと評価（筒井恭子．明治図書．平成24年２月） 

○平成20年改訂小学校教育課程講座家庭（長澤由喜子・鈴木明子．ぎょうせい．平成20年11月15日） 

○へき地・複式教育の基礎的研究－社会科を中心に―（有馬毅一郎．平成14年３月２日） 

○小は大をかねる（玉木国寿．平成13年12月17日） 

○複式指導における年間指導計画案について－作成の方針・使用上の留意点－（光村図書出版） 


